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第 章    子どもの読書活動の意義と計画の位置づけ 

 

 

１ 子どもにとっての読書活動の意義 

近年の、インターネットやスマートフォン等の新たな情報メディアの発達・普及は、

子どもたちの生活習慣や価値観を大きく変えました。そのことにより、幼児期からの

読書習慣の未形成などによる「読書離れ」、「活字離れ」などが懸念されています。 

国の「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（第四次基本計画）」によると、

子どもの不読率（１か月に一冊も本を読まない子どもの割合）は平成 29年度で小学生

5.6％、中学生 15.0％、高校生 50.4％であり、平成 24 年から中長期的には改善傾向に

ありますが、高校生の不読率は依然として高い状況にあります。 

子どもの読書活動は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力

を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできな

いものです。また、人生 100 年時代に向けて社会が大きな転換点を迎える中、生涯に

わたって読書活動を行うことは、自己の能力を高め、社会で活躍し続けることに役立

ちます。そのため、社会全体で読書活動を行う子どもたちを支援し、環境の整備を推

進していくことが必要です。 
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「読書」とは 
 

本の扉を開く自発的な行為としての読書。 

読書には、人が生きていく上で大切な魅力あふれるものが隠されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

読書は、私自身に向きあ

う機会を与えてくれま

す。 

読書は、世界には、さま

ざまな思い、考え、価値

観などが存在することを

教えてくれます。 

読書は、昔のことや、遙

か遠くのこと、見ること

のできない世界について

も教えてくれます。 

読書は、テレビやインタ

ーネットなどとは異なる

楽しさや情報を、日々の暮

らしに与えてくれます。 

読書は、他人が私と同じ

ように、かけがえのない

ものであることを教えて

くれます。 

 

読書は、世界に存在して

いる生き物や自然などの

大切さを気付かせてくれ

ます。 

読書は、読む人のペース

にあわせ、何度でも繰り

返し振り返ることができ

ます。 

読書は、人の尊さや愚か

さを気付かせてくれま

す。 

読書は、さまざまな疑問

や悩みに、ヒントや答え

を与えてくれます。 

読書は、知ることと同時

に私たちに感動を与えて

くれることもあります。 

読書は、人の言葉を豊か

にし、感性を磨き、創造

力を高め、生きる力を与

えてくれます。 
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子どもの発達段階ごとの特徴と必要な働きかけ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※１ おはなし会：図書館等で、子どもに向けて、図書館員やボランティアによって行われる、おはなしや絵

本の読み聞かせの会のことです。  

                      

中
学
生
・
高
校
生
期 

（
13
～
18
歳
） 

●中学生・高校生期では、本と

のつきあい方がさらに多分野

に拡大し、さまざまな悩みや

生き方の方向性を求めるな

ど、質的にも深まりを求めま

す。 

 

●一方で、学業や部活動など時

間に追われる生活スタイルに

なるにつれて、読書から離れ

る傾向がさらに進みやすい時

期です。 

【発達段階】 《 読書活動に関わる特徴 》        《 必要な働きかけ 》 

妊娠期 

                       

乳
幼
児
期
（
０
～
５
歳
） 

●乳児期は、保護者や周囲の大

人からの「語りかけ」を通し

て心と言葉が育まれ、安心感

や信頼感が築かれます。 

 

●幼児期は、自分の思いを言葉

で伝えようとする力が育つ時

期です。「絵本」等に興味を

もち、お気に入りの本を繰り

返し手にするようになりま

す。 

 家庭では、保護者をはじめ周りの大人が子ど

もの読書活動の意義や重要性を理解し、語り

かけやスキンシップ等とともに、絵本等の読

み聞かせをしてあげることが大切です。そし

て、絵本を読んであげる時は、大人も子ども

と一緒に楽しむことが大事です。 

 「おはなし会※１」等の機会を積極的に活用し

たり、幼い頃から市民図書館・市民図書室等

を一緒に利用したりするなど、子どもが本に

ふれる機会をできるだけ多くつくってあげ

ることが大切です。 

                       

小
学
生
期
（
６
～
12
歳
） 

●小学校低学年期は、保護者等

による読み聞かせがまだまだ必

要な時期です。少しずつ長文も

読めるようになり、興味・関心

の広がりに伴い読書の対象も

徐々に広がってきます。 

●小学校高学年期になると、興

味や関心が大きく広がってき

ます。読む楽しさを知り、自

分の目的にあった本を読もう

とする子が増えてきます。

 家庭では、低学年児に対し引き続き読み聞か
せをしてあげるとともに、保護者も読書に親
しむようにし、子どもと一緒に家庭での読書
活動を楽しむことが大事です。 

 学校図書館や市民図書館等が子どもにとっ
て利用しやすいものとなるよう、配慮してい
くことも必要です。 

 高学年児に対しては、地域の子どもに関わる
施設等も活用しながら、本を選択し、読む楽
しさを体感できる環境づくりを進めていく
必要があります。 

 読書を強制したり、干渉したりするのではな
く、一人ひとりの興味や関心にあった「本」
との出会いを自ら求め、達成できるよう、周
囲の大人はあたたかいまなざしで見守って
あげることが大切です。 

 “かけがえのない一冊”に出会えるよう、保
護者の働きかけや、個々の子どもに応じた適
切なレファレンスや読書相談、情報提供等が
必要です。 

 忙しい生活の中で読書から離れてしまう子
どもたちが、学校図書館や市民図書館、地域
の施設等を活用し、生涯にわたる読書習慣に
つながることができるように、利用しやすい
読書環境づくりや、機会の提供等により、支
援していくことが必要です。 
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 ２ 子ども読書活動推進計画（第４次計画）の位置づけ 

（１）計画策定の背景 ～国・県の動向～  

国は、2001 年（平成 13 年）12 月に「子どもの読書活動の推進に関する法律」を施

行し、毎年４月 23日を「子ども読書の日」と定めるなど、子どもが自主的に読書活動

を行うことができるようにするための国及び地方公共団体の責務を明らかにししてい

ます。そして、2002 年（平成 14 年）には、「子どもの読書活動の推進に関する法律」

に基づく「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（第一次）」が策定され、家

庭、地域、学校における施策が示されました。その後、５年ごとに改定され、2018年

（平成 30 年）には「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画（第四次）」が策定

されています。 

2014 年（平成 26年）には学校図書館法が一部改正され、「専ら学校図書館の職務に

従事する職員」として学校司書※２を置くことが努力義務として明記されました。また、

2016 年（平成 28 年）に有識者会議によってまとめられた「これからの学校図書館の

整備充実について（報告）」では、学校図書館の運営にかかる基本的な視点や学校司書

の資格・養成等のあり方が示されました。その報告を踏まえて文部科学省では「学校

図書館ガイドライン」および「学校司書のモデルカリキュラム」が作成されています。 

2019 年（令和元年）には、「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律」が

施行されました。同法では、視覚障がい、発達障がい、肢体不自由等で本を読むこと

が困難である人を対象として、障がいの有無にかかわらず等しく読書を楽しむことが

できるよう、国や地方公共団体、そして出版社等の事業者が読書環境の充実を図るこ

とに加え、視覚障がい者等の需要を踏まえて点字図書、拡大図書等のアクセシブルな

書籍とともに、デイジー図書や音声読み上げ対応の電子書籍・オーディオブック等の

「電子的にアクセシブルな図書」を提供することを求めています。 

2020 年度（令和２年度）には、新しい学習指導要領に基づく授業が小学校・中学校・

義務教育学校、高等学校において段階的に開始されています。新しい学習指導要領で

は、これからの社会を「生きる力」を身につけるため、「実際の社会や生活で生きて働

く知識及び技能」、そして「未知の状況にも対応できる思考力、判断力、表現力など」、

さらに「学んだことを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力、人間性など」を

バランスよく育んでいくことを目指しています。 

※２ 学校司書：司書教諭※３とともに、学校図書館に関わる仕事を主に行う事務職員のことです。2015 年

（平成 27 年）４月に施行された改正学校図書館法では、学校司書を「学校図書館の運営の改善及び

向上を図り、児童又は生徒及び教員による学校図書館の利用の一層の促進に資するため、専ら学校図

書館の職務に従事する職員」と位置づけ、その配置に努めることや資質向上のための措置を講ずるこ

とに努めるよう示しています。 

※３ 司書教諭：学校図書館法に基づき、学校図書館司書教諭講習を受講して「司書教諭」の資格を取得し、

学校内の役割として司書教諭となるよう命じられた教諭のことです。学校図書館の専門的職務にあた

る役割を担っています。  
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神奈川県では、2004 年（平成 16 年）１月に「かながわ読書のススメ～神奈川県子

ども読書活動推進計画～」を、2009年（平成 21年）７月に「かながわ読書のススメ～

第二次神奈川県子ども読書活動推進計画～」を策定してさまざまな施策に取り組んで

きました。2014 年（平成 26年）４月には、国の「子どもの読書活動の推進に関する基

本的な計画」（第三次基本計画）やこれまでの取組の成果と課題を踏まえ、子どもたち

の読書活動をさらに推進し、すべての子どもが本に親しみ、自主的に読書を行えるよ

う、今後おおむね５年間の施策の具体的な方向を示す「かながわ読書のススメ～第三

次神奈川県子ども読書活動推進計画～」を策定しました。そして 2019 年（平成 31 年）

３月には｢かながわ読書のススメ～第四次神奈川県子ども読書活動推進計画～｣を策定

し、子どもたちが本と出会い、本とのつながりを大切にすることで、より豊かに生き

る力を身に付けてほしいとの願いをこめて、施策を推進しています。 

  



    
6 

 

「子どもの読書活動の推進に関する法律」施行後の国・県の取組 

 

項目 国の主な動き 
神奈川県・藤沢市の

主な動き 

2001 年（平成 13 年）12 月  
｢子どもの読書活動の推進に関
する法律｣施行 

 

2002 年（平成 14 年）８月  
｢子どもの読書活動の推進に関
する基本的な計画｣（第一次基
本計画）の策定 

 

2004 年（平成 16 年）１月   
｢かながわ読書のススメ～
神奈川県子ども読書活動
推進計画～｣の策定 

2005 年（平成 17 年）７月 
｢文字・活字文化振興
法｣施行 

  

2006 年（平成 18 年）12 月 
改正｢教育基本法｣施
行 

  

2006 年（平成 18 年）３月   
｢藤沢市子ども読書活動推
進計画｣の策定 

2007 年（平成 19 年）６月 
改正｢学校教育法｣公
布 

  

2008 年（平成 20 年）３月 

｢小学校学習指導要
領｣「中学校学習指導
要領｣「幼稚園教育要
領」の改正 

｢子どもの読書活動の推進に関
する基本的な計画｣（第二次基
本計画）の策定 

 

2008 年（平成 20 年）６月 

改正「社会教育法」
｢図書館法｣施行 
国民読書年に関する
国会決議 

  

2009 年（平成 21 年）７月   
｢かながわ読書のススメ～第
二次神奈川県子ども読書活
動推進計画～｣の策定 

2011 年（平成 23 年）3 月   
｢ふじさわ子ども読書プラン
2015 第２次藤沢市子ども読
書活動推進計画｣の策定 

2012 年（平成 24 年）12 月 
「図書館の設置及び
運営上の望ましい基
準｣の改正 

  

2013 年（平成 25 年）５月  
｢子どもの読書活動の推進に関
する基本的な計画｣（第三次基
本計画）の策定 

 

2014 年（平成 26 年）４月   
｢かながわ読書のススメ～第
三次神奈川県子ども読書活
動推進計画～｣の策定 

2015 年（平成 27 年）４月 
改正「学校図書館法」
施行 

  

2016 年（平成 28 年）３月   
｢ふじさわ子ども読書プラン
2020～第３次藤沢市子ども
読書活動推進計画～｣の策定 

2017 年（平成 29 年）３月 
学習指導要領の告示
（小学校・中学校） 

  

2017 年（平成 29 年）４月 
特別支援学校学習指
導要領の告示（小学
部・中学部） 

  

2018 年（平成 30 年）３月 
学習指導要領の告示
（高等学校） 

  

2018 年（平成 30 年）４月  
「子供の読書活動の推進に関
する基本的な計画」（第四次）
の策定 

 

2019 年（平成 31 年）３月   
｢かながわ読書のススメ～第
四次神奈川県子ども読書活
動推進計画～｣の策定 

2019 年（令和元年）７月 
「視覚障害者等の読書
環境の整備の推進に関
する法律」の施行 
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（２）計画策定の目的  

本市では、国・県の計画策定を受けて、2006 年（平成 18年）３月、に「藤沢市子ど

も読書活動推進計画」（以下「第１次計画」という）を、2011年（平成 23年）３月に

「ふじさわ子ども読書プラン 2015 第２次藤沢市子ども読書活動推進計画」（以下「第

２次計画」という）、2016 年（平成 28 年）３月に｢ふじさわ子ども読書プラン 2020～

第３次藤沢市子ども読書活動推進計画～｣（以下「第３次計画」という）を策定し、子

どもの発達段階に応じた課題や、家庭・学校・地域・行政のそれぞれが担うべき役割

を考慮しながら、さまざまな取組を進めてきました。 

このたび、第３次計画期間の最終年度を迎え、これまでの計画に基づく取組の成果

を検証し、すべての子どもが本に出会い、言葉にふれ、本に親しめる環境をより豊か

に整えるために、残された課題や変わりゆく社会状況を踏まえて、子どもの読書活動

がより一層効果的に展開される状態を目指して、新たな計画「ふじさわ子ども読書プ

ラン 2025～第４次藤沢市子ども読書活動推進計画～」（以下「第４次計画」という）を

策定するものです。 
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 【 国 】 【 神奈川県 】 

・教育振興基本計画 

・生涯学習ふじさわプラン 2021 

・学校教育ふじさわビジョン 

・第２期藤沢市子ども・子育て

支援事業計画     など 

かながわ読書のススメ 

～第四次神奈川県子ども

読書活動推進計画～ 

子どもの読書活動の推進に関する法律 

 

 

文字・活字文化振興法 

教育基本法、 

学校教育法、学校図書館法 

など関連法 

子供の読書活動の

推進に関する 

基本的な計画 

（第四次） 

整合・連携 

整合・ 

連携 

ふじさわ子ども読書プラン 2025 
～第４次藤沢市子ども読書活動推進計画～ 

 
【計画の性格】 

●本市における子ども読書活動推進の共通目

標の設定とその実現のための今後５か年の

具体的施策・取組の基本計画 

●市民、地域、学校など各主体に期待する行

動指針 

 

（３）計画の位置づけ  

この計画は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」第９条第２項に定める「市町

村子ども読書活動推進計画」として策定する計画です。また、子どもの読書活動の推

進に関する本市の「第４次計画」として、市全体が取り組むべき共通の目標を掲げる

とともに、その実現に向けた行政推進の基本方針として具体的な施策の方向や取組内

容を示すものです。そのため、「藤沢市教育振興基本計画」をはじめ、本市の他の関連

する計画との整合性を確保するとともに、施策・事業間の調整・連携を図るものとし

ます。 

なお、国の「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」（2018 年（平成 30 年）

４月策定）や神奈川県の｢かながわ読書のススメ～第四次神奈川県子ども読書活動推進

計画～｣（2019年（平成 31年）３月策定）との整合にも配慮するとともに、第３次計

画期間における取組の成果や課題の検証に基づく計画とします。 
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（４）計画の期間  

この計画の期間は、令和３年度から令和７年度までの５年間とします。ただし、社

会状況の変化等により、計画期間中であっても必要に応じて見直す場合があります。 

 

（５）計画の対象  

この計画の対象は、０歳からおおむね 18歳までの子どもとします。 

また、保護者をはじめ、子どもの読書活動に関わるすべての市民や地域、学校、行

政、関係機関も対象としています。 
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第 章    子どもの読書活動をめぐる状況 

 

 

１ アンケート調査からみられる状況 

（１）日頃の読書の状況について  

① 本を好きになったきっかけ 

本を読むことが「好き」または「どちらかというと好き」との回答者（「保護者」）

に、本を好きになったきっかけ・理由をきいたところ、「興味を持てたり、感動したり

した本に出会ったため」（54.7％）が最も高く、次いで「身近に興味を持てる本があり、

子どもの頃から好きだった」（46.5％）、「子どもの頃に本を読んでもらうなどしていた

から」（24.2％）となっています。 

 

本を好きになったきっかけ（保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

資料：藤沢市子ども読書活動推進計画改定にかかるアンケート調査（令和元年度） 
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② 本を読むことの好き嫌い 

本を読むことについて、「好き」「どちらかというと好き」を合わせた好感度は、「小

学２年生」が 90.8％、「小学５年生」が 87.9％、「中学２年生」が 82.1％、「保護者」

が 78.1％、「16～17歳」が 72.4％と、「小学生」の好感度が高くなっています。 

本を読むことの好き嫌い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：藤沢市子ども読書活動推進計画改定にかかるアンケート調査（令和元年度） 
 

③ 「朝の読書」について 

「朝の読書」が「ある」との回答者に対して感想をきいたところ、「中学２年生」で

は、「おもしろい、楽しい」（50.0％）が最も高く、次いで「それ以外に本を読む時間

がないからいいと思う」（40.5％）、「ためになる」（33.8％）、「時間が短い」（29.7％）

となっています。 

「朝の読書」についてどう思うか（中学２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：藤沢市子ども読書活動推進計画改定にかかるアンケート調査（令和元年度）  
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④ 自分が読む本の情報入手方法 

自分が読む本の情報入手方法は、「中学２年生」では「家の人や友達に紹介されたも

の」、「16～17歳」では「インターネットで紹介されているもの」が最も高くなってい

ます。また、「中学２年生」では、「インターネットで紹介されているもの」が 43.6％

となっており、前回調査と比較して、約 20 ポイント上回っています。 

 

自分が読む本の情報入手方法（中学生、16～17 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：藤沢市子ども読書活動推進計画改定にかかるアンケート調査（令和元年度） 
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（２）読書をする環境について  

① 本を読む場所 

本を読む場所について、「小学生全体」では、「自分の家」（79.4％）が最も高く、次

いで「学校の図書室」（69.4％）、「教室」（65.2％）となっており、「地域の図書館」に

ついては約３割が本を読む場所として挙げています。学年別でみると、「学校の図書室」

については、「小学２年生」が「小学５年生」を約 20ポイント上回っています。 

「中学２年生」「16～17歳」でも、「自分の家」が最も高くなっています。また、「学

校の図書館」については、「中学２年生」が 16.8％、「16～17 歳」が 14.5％であり、

「地域の図書館」については、「中学２年生」は 15.8％であるのに対し、「16～17 歳」

では約１割にとどまっています。 
 

本を読む場所について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：藤沢市子ども読書活動推進計画改定にかかるアンケート調査（令和元年度） 
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② 地域の図書館以外の利用について 

地域の図書館以外で、本を読んだり借りたりする場所が「ある」という割合は、「小

学２年生」では 14.0％、「保護者」では 11.0％、「小学５年生」では 8.4％、「16～17

歳」では 2.9％、「中学２年生」では 2.0％となっています。 

地域の図書館以外の利用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：藤沢市子ども読書活動推進計画改定にかかるアンケート調査（令和元年度） 
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（３）子どもの読書活動の支援について  

① 「おはなし会」への参加状況 

市の図書館でやっている「おはなし会」への参加状況については、「小学生全体」で

は 36.2％が参加した経験（「よく行く（行った）」「ときどき行く（行った）」「あまり行

かない（行かなかった）」の合計）を有しており、「小学２年生」（40.8％）の方が「小

学５年生」（31.9％）よりも参加経験率が高くなっています。 

また、「よく行く（行った）」「ときどき行く（行った）」を合わせた割合を高リピー

ト層とした場合、高リピート層の割合は、「小学２年生」が 22.5％、「小学５年生」が

13.8％となっています。 

「おはなし会」への参加状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：藤沢市子ども読書活動推進計画改定にかかるアンケート調査（令和元年度） 
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② 読書活動推進のためにしていること 

子どもの読書活動を推進するためにしている（していた）ことは、「読み聞かせをす

る」（69.8％）が最も高く、次いで「子どものための本を買う」（57.1％）、「図書館に

連れて行く」（54.1％）、「家に本をたくさん置く」（34.8％）となっています。 

 

読書活動推進のためにしていること（保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：藤沢市子ども読書活動推進計画改定にかかるアンケート調査（令和元年度） 
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２ 第３次計画における取組の評価 

第３次計画では、第１次計画・第２次計画の考え方を踏襲した上で、『みんなで伝え

よう 読む楽しさ』『みんなで育もう 読む力』『みんなで見守ろう 子どもの読書』

をキャッチフレーズに、『すべての子どもを「読書」の楽しさへ誘う』『子どもの「読

む力」を育み、伸ばす』『地域のちからをつなげる』『みんなで子どもの「読書」を見

守る』を目標に、取組を進めてきました。 

第３次計画の計画期間終了にあたり、平成 30年度までの取組状況を総合的に判定し

た評価結果は次の通りです。 

 

評価 Ａ：目標以上に推進  Ｂ：目標どおりに実施  

   Ｃ：目標に到達せず  Ｄ：未実施 

 

第３次計画の評価 
 

目標１ すべての子どもを「読書」の楽しさへ誘う 評価 

 

（１）乳幼児期における読書活動の支援 

 

１）ブックスタート※４事業の推進 
 1 ブックスタート事業 B 

２）各種保健事業との連携推進  

 

2 「こんにちは赤ちゃん事業※５」との連携 

B 
3 乳幼児教室等との連携 

4 乳幼児健診等との連携 

5 各種保健事業との連携 

３）読書に関心をもつ機会や相談機会の充実 

 

6 母子手帳交付時等における子どもの読書活動の啓発 

B 
7 子育て支援事業における子どもの読書活動に関する機会提供 

8 図書館における読書相談 

9 幼稚園・保育所等における子どもの読書活動に関する機会提供 

４）子どもの読書活動に対する理解の深化 

 

10 地域の施設・団体等との連携 

B 

11 子どもの読書活動に関する講座・講演会事業 

12 子育て応援事業等における子どもの読書活動啓発事業 

13 子育て支援事業等の活用事業 

14 幼稚園、保育所等を活用した子どもの読書活動啓発事業 

15 インターネット等の活用による情報発信 

※４ ブックスタート：すべての赤ちゃんと保護者が、絵本を介してゆっくり心ふれあうひとときをもつき

っかけをつくる活動のことです。1992 年（平成４年）にイギリスのバーミンガムで始まり、日本で

は 2000 年（平成 12 年）の「子ども読書年」をきっかけに紹介され、現在では地域の子育て支援運

動として各地に広がっています。本市では１歳６か月児健診終了後、ブックスタートコーナーで実

際にスタッフが絵本を読んだり、子育て情報等を紹介し、おすすめの絵本１冊とブックリスト等が

入った「ブックスタート・パック」を配付しています。 

※５ こんにちは赤ちゃん事業：生後４か月までの母子を全戸訪問して子どもの発育・発達等の支援を行う

事業です。  
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５）乳幼児が読書に親しむ機会の充実  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 

16 市民図書館におけるおはなし会 

B 

17 さまざまな施設におけるおはなし会 

18 幼稚園、保育所等における本と親しむ機会への取組 

19 外出困難な乳幼児とその保護者への子ども読書活動支援事業 

20 乳幼児向け資料整備 

６）保護者に対する子どもの読書活動の支援   

 

21 保護者に対する情報提供 

B 22 読み聞かせ体験の提供 

23 子どもの本に関する保護者向け読書相談事業 

（２）小学生・中学生・高校生期※６における読書活動の支援  

 

７）発達段階に応じたブックリストの充実  
 24 ブックリストの活用事業 B 

８）さまざまな場で本と出会う機会の充実 
  ① 小学生期   ② 中学生・高校生期 

 

25 資料の充実のための市民図書館と学校図書館等の連携事業 

B 

26 子どもの居場所づくり事業との連携 

27 発達段階に応じた本の紹介 

28 市民図書館での中学生・高校生等の受け入れ 

29 地域のさまざまな施設における子どもの読書活動 

９）市民図書館を知ってもらう機会の充実  

 

30 市民図書館ＰＲ事業 

B 

31 市民図書館の資料による子どもの読書活動への支援 

32 市民図書館等の環境づくり 

33 図書館に親しむ体験 

34 ネットワーク事業の推進 

35 読書相談体制の整備 

36 地域の施設・団体等における図書館情報の提供 

10）学校図書館の情報提供の充実  
 37 学齢に応じた情報提供 A 

11）学校を通じた子どもの読書活動に対する保護者への理解の深化  
 38 学校を通じた子どもの読書活動啓発事業 A 

目標２ 子どもの「読む力」を育み、伸ばす 評価 

 

（３）学校教育における読書活動の推進  

 

12）読書活動を取り込んだ学校教育の推進  

 
39 学校図書館の活用のための整備 

B 
40 情報リテラシー教育※７.８ 

13）読書指導に関する校内協力体制の確立と職員研修の充実  
 41 学校における職員体制づくり B 

14）学校と市民図書館との連携事業の推進  

 

42 学校図書館等の資料充実のための市民図書館活用 

B 
43 子どもの読書活動きっかけ体験事業 

44 市民図書館と学校図書館の連携体制 

45 ブックリストの活用 

 
（４）魅力ある利用しやすい学校図書館の整備充実  

 
15）学校図書館の図書資料の充実 
 46 学校図書館のあり方検討 B 

 

※６ 高校生期：この計画では、中学校を卒業し、おおむね 18 歳までの子どものことを指します。 

※７ 情報リテラシー：携帯電話やスマートフォン、パソコン等の情報メディアから得られる大量の情報の

中から、自分が必要とする情報を取捨選択し、調べものをしたり、意思決定したり、表現したりする

など適切に情報を使いこなすための知識や能力のことです。 

※８ 情報リテラシー教育：情報リテラシーを養うための教育のことです。  
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16）学校図書館のあり方についての検討と環境の整備充実 
 47 学校図書館の図書資料整備 B 
17）学校図書館運営に関わる人の充実 
  ① 司書教諭 ② 学校図書館専門員※９ ③ 図書ボランティア※10 ④ 協力・連携と研修機会等の充実 

 

48 司書教諭の校内体制 

B 

49 読書指導のための研修 
50 司書教諭等による情報交換 
51 司書教諭専任化の推進 
52 学校図書館に関わる人の体制の整備 
53 図書ボランティアの受入・育成 

目標３ 地域のちからをつなげる 評価 

 

（５）読書活動推進の拠点として利用者に身近な市民図書館・市民図書室づくりと 
ネットワーク化の推進 

 

18）図書資料の充実  
 54 子どもの読書活動のための資料整備 B 
19）快適な市民図書館の環境づくりの推進  
 55 市民図書館の環境づくり B 
20）市民図書館の情報発信機能の充実  
 56 市民図書館ＰＲ事業 B 
21）レファレンス※11サービスの充実  
 57 子どものためのレファレンスサービス B 
22）すべての子どもが利用しやすい市民図書館サービスの充実 
  ① 乳幼児期の子どもとその保護者へのサービス 
 ② 小学生期の子どもへのサービス 

  ③ 中学生・高校生期の子どもへのサービス   
④ 支援を要する子どもへのサービス 

 

58 市民図書館・市民図書室ネットワーク事業 

B 

59 さまざまな子どもへの児童サービス※12 
60 おはなし会の開催 
61 乳幼児とその保護者に向けた図書館サービス 
62 市民図書館利用促進事業 
63 ヤングアダルトサービス※14事業 

23）保護者や保育・教育関係者への働きかけ  

 
64 年齢・成長にあわせた本の紹介 

B 65 子どもの読書活動への理解の深化のための事業 
66 保育・教育現場への研修等 

 

 

 

 

 
※９ 学校図書館専門員：本市の市立小・中学校において、司書又は司書補、司書教諭の資格をもち、専門

的な知識を生かして、学校の司書教諭や図書ボランティアと協力しあいながら、学校図書館運営や子
どもの読書活動を推進・支援する職員のことです。学校図書館法に規定する学校司書に相当し、本市
では 2010 年（平成 22 年）４月から配置を進めています。 

※10 図書ボランティア：各学校図書館で子どもの読書活動を推進・支援するボランティアのことです。2017
年度（平成 29 年度）に学校図書館支援ボランティアから名称を変更しました。 

※11 レファレンス：図書館の利用者に対して、依頼された資料や必要な情報を提供することです。 

※12 児童サービス：図書館が提供するサービスで、主に乳幼児から小学生・中学生を対象とするものです。
本の紹介や本選びの支援、読み聞かせやブックトーク※13、おはなし会の開催等が含まれます。 

※13 ブックトーク：主に教師や図書館員等が、子どもや図書館の利用者など複数の聞き手に対して、テー
マを決めて、何冊かの本を紹介することです。学校図書館では読書指導の一環として行われることも
あります。日本では１冊の本を紹介する場合でも「ブックトーク」と呼ばれています。 

※14 ヤングアダルトサービス：アメリカの図書館界で使われ始めた図書館用語で、中高生などの年齢層を
子ども扱いするのではなく、一定の責任と権利を持った「若い大人」（Young Adult：ＹＡ）として扱
い、図書館としてのサービスを提供しようという姿勢を示すものです。わが国でも公共図書館や出版
業界等では定着し、広く使用されています。  
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24）ボランティアの養成と相互連携機会の充実  

 
 

67 ボランティア養成・意識啓発事業 
B 

 68 ボランティアとの相互連携 

 
25）学校や子どもに関わる施設・団体等との連携事業の推進  

 

69 学校図書館への支援事業 

B 

 70 資料充実への支援事業 

 71 研修、相談機会の提供 

 72 団体による図書館利用や相談 

 73 学校図書館関係者との連携 

 26）市民図書館内の体制の充実  

  74 市民図書館の体制確立 B 

 

（６）地域の子どもに関わる施設・団体等における読書環境整備と協力連携体制の推進  

 

27）図書資料の充実 

 

75 さまざまな場における図書資料の整備 

B 
76 子どもに関わる大人への啓発事業 

77 おはなし会等読書に親しむための事業 

78 子どもの本に関する情報提供事業 

28）本に親しむ機会や読書相談機会の充実と意識啓発の推進 

 
79 図書資料の整備 

B 
80 ブックリスト等子どもの読書活動に関する情報の提供 

29）さまざまな施設や場所における子どもの読書活動の推進 
  ① 幼稚園、保育所等      ② 児童クラブ※15 
  ③ 地域子供の家、児童館等   ④ 青少年会館※16 
  ⑤ 医療機関等 
 81 本に親しむ機会の充実及び、子どもの読書活動に関する理解推進事業 B 

30）関連施設・団体等との協力連携の推進 

 
82 関連施設・団体相互の連携 

B 
83 子どもが本に親しむ機会と読書相談 

（７）地域での読書活動を支える人材の育成と協力連携の推進 

 

31）ボランティアの養成と活動への支援の充実 

 

84 ボランティア受入施設等支援事業 

B 85 ボランティア支援・研修事業 

86 ボランティア養成事業 

32）情報交換機会の拡充 
 87 ボランティア同士の情報共有 B 

33）関連施設によるボランティアの受入体制の整備  
88 ボランティア受入体制の整備 B 

 

 

 

 

 

 

※15 児童クラブ：保護者が就労等により放課後不在となる家庭等の児童に居場所、生活の場を提供する事
業です。１小学校区に１施設以上、学校内や児童館、専用施設で実施しています。 

※16 青少年会館：青少年に活動の場を提供し、健全な育成を図るために設置され、地域に根ざした青少年
活動・青少年育成活動の拠点として利用されている本市の施設のことです。  
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目標４ みんなで子どもの「読書」を見守る 評価 

 

（８）読書に親しむための人づくり  

 

34）子どもの読書活動に対する意識の高揚 

 
89 子どもの読書活動に関する資料提供事業 

B 
90 子どもの読書活動に関する事業 

35）子どもの読書活動に関する情報提供の充実 

 

91 子どもの読書活動推進に関する講演等啓発事業 

B 92 関連施設による情報提供 

93 子どもの読書活動に関する情報発信事業 

36）各世代に対する読書活動支援のための機会の充実 

 

94 読書活動に関する講演会等の事業 

B 
95 各世代に向けた読書情報提供 

96 市民図書館における読書に関する情報提供 

97 読書案内・レファレンスサービス事業 

（９）計画の効果的な推進体制づくり  

 
37）「藤沢市子ども読書活動推進会議※17」の開催  
 98 計画推進事業 B 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※17 藤沢市子ども読書活動推進会議：本市における子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ効

果的な推進を図るため、本市が設置した会議です。  
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３ 評価と今後の課題 

目標１ すべての子どもを「読書」の楽しさへ誘う  

子どもの言葉の発達や想像力、感性を豊かにするうえで、読書を「楽しむ」ことは

とても大切です。また、論理的に考え、自らの課題を探究していく力を身に付けるた

めにも読書は基礎となるものです。自ら学ぶ楽しさや知る喜びを体得することで、探

究心を養い、読解力を身に付けていきます。 

事業評価においては、38 事業中「市民図書館におけるおはなし会」、「発達段階に応

じた本の紹介」、「図書館に親しむ体験」、「学齢に応じた情報提供」、「学校を通じた子

どもの読書活動啓発事業」の５事業で目標以上に推進できました。 

アンケート調査によると、「保護者」が本を好きになったきっかけは、前回調査と同

様、「興味を持てたり、感動したりした本に出会ったため」が最も高く、自分の子ども

への読み聞かせについては、「している（していた）」が 90.3％、「していない（してい

なかった）」が 9.4％となっています。また、読み聞かせの効果については、約７割が

読み聞かせの効果を実感しており、ブックスタートの感想としては、前回の調査同様

「とても良い活動」「興味を持つきっかけ」「喜んでいる」等、概ね好意的な意見が挙

げられているほか、実施時期・方法等についても様々な意見・要望が挙げられていま

す。 

一方、本を読むことについて、「好き」「どちらかというと好き」を合わせた好感度

は、「小学２年生」が 90.8％、「小学５年生」が 87.9％、「中学２年生」が 82.1％、「保

護者」が 78.1％、「16～17 歳」が 72.4％となっており、先月読んだ本の冊数について、

「０冊」の割合は、「16～17 歳」（34.8％）が最も高く、次いで「保護者」（31.9％）、

「中学２年生」（7.9％）、「小学５年生」（4.8％）、「小学２年生」（1.2％）となってい

ることから、年齢が高くなるにつれて、読書の機会が減り、好感度が低くなり傾向に

あります。 

生涯にわたって読書に親しみ、自己の能力を磨き、学ぶ習慣を形成するためには、

乳幼児期から発達段階に応じた読書活動が行われることが重要であり、それぞれの発

達段階に応じた取り組みを進める必要があります。 
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目標２ 子どもの「読む力」を育み、伸ばす  

子どもが生涯にわたって読書に親しみ、読書を楽しむ習慣を形成していく上で、学

校はかけがえのない大きな役割を担っています。学校においては、全ての子どもが自

由に読書を楽しみ、読書の幅を広げていくことができるように適切な支援を行うとと

もに、そのための環境を整備することが大切です。その際、子どもの読書の量を増や

すことのみならず、読書の質をも高めることが求められます。 

事業評価においては、15事業中「学校図書館等の資料充実のための市民図書館活用」、

「市民図書館と学校図書館の連携体制」、「図書ボランティアの受入・育成」の３事業

で目標以上に推進できました。 

アンケート調査による「朝の読書」の感想については、「中学２年生」では、「おも

しろい、楽しい」が最も高く、次いで「それ以外に本を読む時間がないからいいと思

う」、「ためになる」、「時間が短い」となっており、中学２年生より学校について、「朝

の読書の時間を長くしてほしい」といった意見が挙げられています。また、子どもの

読書活動推進のためには、学校では、「朝読書」等図書の時間を充実させることや、本

を紹介してもらったり紹介しあったりする機会、学校図書館や地域の図書館の利用が

身近になるような取組についての要望・意見等が挙がっています。 

学校生活の中で、読書の楽しさや、面白さを知ることは大切であることから、子ど

もの読書習慣の定着を図り、生涯にわたる読書活動へつなげるため、「朝の読書」を始

め学校の教育活動全体を通して多様な読書指導を展開していくことが必要です。 

アンケート調査によると、本を読む場所について、「学校の図書室」は、「小学２年

生」（79.3％）と「小学５年生」（59.6％）で比較的高い一方、「中学２年生」（16.8％）、

「16～17歳」（14.5％）と学年が上がるに従い割合が低くなっています。また、先月１

か月に学校の図書館（図書室）に１回以上行った割合は、「小学２年生」では 97.0％、

「小学５年生」では 81.3％、「中学２年生」では 48.5％、「16～17 歳」では 50.7％と

なっており、学年が上がるに従い「０回」の割合が高くなる傾向があります。一方、

学校の図書館等について、蔵書の充実に関する要望や開館時間の延長が求められてい

ます。 
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学習指導要領では、「学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、児童（生

徒）の主体的、意欲的な学習活動や読書活動を充実すること。」が示されており、これ

からの学校図書館は、読書を楽しみ、豊かな心を育む「読書センター」としての機能

だけでなく、調べ学習等を支援するための「学習センター」や情報の収集、選択及び

活用を支援していく「情報センター」としての機能を高めていく必要があります。 

また、学校図書館がその機能を十分に発揮できるよう、蔵書の充実や快適な環境整

備を進めるとともに、全市立小中学校に配置された学校図書館専門員の研修の充実が

重要です。 

 

 

目標３ 地域のちからをつなげる  

図書館は、子どもにとって、豊富な資料の中から自由に読みたい本を選び、読書に

親しむことができる身近な施設であるとともに、学習の場、くつろぎの空間を提供し

ています。 

市民図書館は、子どもの読書活動を推進する拠点となる施設であり、子どもにとっ

て豊富な蔵書の中から読みたい本を自由に選択し、読書の楽しみを知ることができる

場所であるとともに、保護者にとっても、子どもに読ませたい本を選択し、子どもの

読書について司書に相談することができる場所です。 

事業評価においては、35 事業中「乳幼児とその保護者に向けた図書館サービス」、

「ボランティア養成・意識啓発事業」、「研修、相談機会の提供」の３事業で目標以上

に推進できました。 

アンケート調査によると、本を読む場所について、「小学生全体」では、約３割が「市

の図書館・図書室」を挙げていますが、「中学２年生」「16～17歳」では「地域の図書

館」は約１～２割にとどまっています。また、先月１か月で地域の図書館に行った回

数については、「保護者」では「０回」が約６割を占め最も高く、「小学２年生」「小学

５年生」「中学２年生」「16～17歳」では、学年が上がるに従い「０回」の割合が高ま

り、「中学２年生」では 77.2％、「16～17歳」では 78.3％を占めています。一方、子ど

もの読書活動推進のために、地域では、地域の図書館を身近に利用できることを期待

する意見や要望が挙げられており、保護者より地域の図書館について、子どもや子ど

も連れの保護者が利用しやすい環境づくりなどの図書館施設の充実を求める意見が挙

げられています。一方、地域の図書館について、蔵書の充実に関する要望が挙げられ

ています。 
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本に関する様々なネットワークの拠点である市立図書館では、本との出会いの機会

をつくるため、絵本等の様々な児童書の充実を図るとともに、子どもが読書の楽しみ

を知り、自発的な読書活動のきっかけをつくり、子どもや保護者を対象とした講座や

読み聞かせを開催して、来館したくなる図書館づくりが必要です。 

アンケート調査によると、「おはなし会」への参加状況については、「小学２年生」

（40.8％）の方が「小学５年生」（31.9％）よりも参加経験率が高く、前回調査と比較

すると、「小学２年生」「小学５年生」ともに参加経験率は若干増加しており、高リピ

ート層の割合は、「小学２年生」が 22.5％、「小学５年生」が 13.8％であり、前回調査

と比較すると、「小学２年生」では若干増加、「小学５年生」では若干低下しています。

一方、地域の図書館以外で、本を読んだり借りたりする場所が「ある」という割合は、

「保護者」「小学２年生」で１割弱、「小学５年生」「中学２年生」「16～17歳」で１割

未満となっています。子どもの読書活動推進のためには、地域では、図書館以外の場

所でも、本に触れられるような環境・機会の拡充、イベント等による読書に関わる機

会の充実についての意見が挙げられています。 

子育て支援センター、児童館、公民館において、子どもが本に楽しく触れることの

できる読書環境の整備をするとともに、各施設での読み聞かせなどを行うことにより

子どもの読書活動に取り組むことが必要です。 

また、子どもに直接本の楽しさを伝えるボランティアの役割は大きく、図書館、学

校をはじめ、関係機関において、ボランティアとの協働や、ボランティアの活動支援

の取組を一層進めていくことも重要です。 

 

目標４ みんなで子どもの「読書」を見守る  

家庭・地域・学校等における子ども読書活動を推進していくためには、読書活動の

楽しさや必要性、重要性について理解を広めていくことが重要です。 

事業評価においては、「読書活動に関する講演会等の事業」の１事業で目標以上に推

進できました。 

アンケート調査によると、本を読むことについて、「好き」「どちらかというと好き」

を合わせた好感度は、「小学２年生」が 90.8％、「小学５年生」が 87.9％、「中学２年

生」が 82.1％、「保護者」が 78.1％、「16～17 歳」が 72.4％となっており、「小学生」

の好感度が高くなっています。 
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また、子どもの読書活動を推進するためにしている（していた）ことは、「読み聞か

せをする」（69.8％）が最も高く、次いで「子どものための本を買う」（57.1％）、「図

書館に連れて行く」（54.1％）、「家に本をたくさん置く」（34.8％）となっており、子

どもの読書活動推進のためには、「本にふれやすい環境づくり」「身近に本がある」等

が必要であるという意見が多く見られ、家庭では、身近な大人である家族自身が積極

的に読書活動を行うことが大切という意見が挙げられています。 

一方、自分が読む本の情報入手方法は、「中学２年生」では「家の人や友達に紹介さ

れたもの」が 54.7％、「16～17 歳」では「インターネットで紹介されているもの」が

43.6％と最も高く、「中学２年生」の「インターネットで紹介されているもの」は前回

調査と比較して、約 20ポイント上回っています。さらに、様々なメディアの普及によ

り子どもの読書の機会が減少していると思うかどうかについては、「そう思う」「どち

らかというとそう思う」を合わせた割合は 74.0％となっており、前回調査とほぼ同様

の結果となっています。 

子どもをはじめ、子どもを取り巻く大人への啓発にも積極的に取り組み、地域社会

全体に読書活動の意義や重要性を広く普及啓発していくとともに、子どもの読書活動

を推進する気運を高めていくことが必要です。また、スマートフォンの普及や、それ

を活用した SNS 等コミュニケーションツールの多様化等が、子どもの読書環境に大き

な影響を与えている可能性があることから、スマートフォン利用の長時間化により読

書活動の時間が減少している可能性や、これを活用した読書活動の推進について、実

態を把握していくことが必要です。 

将来にわたって継続的かつ効果的な子どもの読書活動推進のための仕組みづくりを

行うため、関係施設や部局が連携し、情報交換や協働事業を進めていくことができる

よう、「藤沢市子ども読書活動推進会議」を定期的に開催し、計画に基づく事業等の取

組状況についての協議を行うことが必要です。 
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第 章    第４次計画の基本理念と施策の方向性 

 

 

１ 計画の基本的な考え方 

（１）基本理念  

子どもが読書を通じて、実生活では体験できない感動や新しい世界を知る喜びを体

感することは、子どもにとって“かけがえのない一冊”と出会うことであり、心身の

健やかな成長の上で大きな意味をもちます。 

また読書を継続することにより、子ども自身の「読む力」や自ら「考える力」、豊か

な「感性」が育まれ、「表現力」や「コミュニケーションの力」が高められることが期

待されます。 

情報化が進み、従来の紙媒体の「本」に加え、「電子書籍」も普及しつつある今日で

は、読書の形も大きく変わってきています。加えて、新型コロナウイルス感染拡大防

止のためのリモートワークや学校の休校など、地域の図書館や学校図書館を利用でき

ない状況がある中でも、子どもがより多くのすばらしい本と出会うことができるよう、

支えていくことが必要です。 

そのためには、すべての子どもに本と出会う機会を等しく提供し、子どもが自ら本

に手を伸ばし、その扉を開くことができるよう、より一層の環境づくりに取り組むこ

とが求められます。また、子どもの発達段階や生活のあらゆる場面で、周りの大人が

「子どもと本をつなぐ」役割を担う存在であることを十分認識することが必要です。 

子どもの読書に関するこのような基本認識は、平成 18年度の第１次計画の開始から

約 15 年を迎える今日でも、変わるものではありません。本市は、第１次～第３次計画

における基本的な考え方を踏襲した上で、引き続き、 

 

 

 

 

をこの計画の「基本理念」として掲げます。 

  

すべての子どもたちが本に親しむことができるまち ふじさわ 
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第３次計画においては、市民みんなで、地域社会全体で見守ることの大切さを意識

して、「みんなで伝えよう 読む楽しさ」「みんなで育もう 読む力」「みんなで見守ろ

う 子どもの読書」を計画推進のキャッチフレーズとして掲げてきました。第４次計

画においても、引き続き地域全体での推進を目指すため、第３次計画のキャッチフレ

ーズを踏襲し、市民への計画周知に努めます。 

 

 

 

 

 

 

（２）計画推進の基本的な考え方と視点  

本市では、第１次計画からすべての子どもたちが読書に親しむことができる環境の

整備のために、３つの基本方針に基づいて、関連する施策・事業に取り組んできまし

た。 

第２次計画では、第１次計画の基本方針を踏襲した上で、「すべての子ども」に読書

の喜びや楽しさを体感できる機会を一層提供していくことの必要性や、読書環境づく

りの重要性を考え、３つの視点を設定しました。さらに、１人の子どもが成長する過

程の発達段階にあわせた取組を示し、これに基づき、家庭・学校・地域・ボランティ

アなど社会全体で子どもの読書活動を支えるために、さまざまな施策や事業に取り組

んできました。そして、第３次計画でも、その考え方は引き継がれています。 

こうした基本的な考え方は、第４次計画においても変わるものではありません。第

４次計画も、第３次計画の考え方を踏襲し、次の３点を基本として、計画を進めてい

きます。 

 

 

  

みんなで伝えよう 読む楽しさ 

みんなで育もう 読む力 

みんなで見守ろう 子どもの読書 

①子どもの読書活動推進の中心的な役割を担う、市民図書館や学校図

書館の充実に努める。 

②家庭や地域を含めた社会全体が協力や連携して計画を進める。 

③大人の干渉や強制によらない、子どもたちが自ら本の楽しさを発見

できる環境づくりに努める。 
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子どもの読書活動を推進するためには、社会全体がこうした考えを共有し、子ども

の読書活動をみんなで支えていくということが大切です。子どもと同じ社会に生きる

大人が、すべての子どもに読書の喜びや楽しさを伝えることによって、子どもにとっ

て“かけがえのない一冊”に出会える社会となります。 

このような認識のもとで、第４次計画では、第３次計画における４つの「目標」を

踏襲し、引き続き、地域一体となって基本理念の実現に向けて取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標１】すべての子どもを「読書」の楽しさへ誘う 

～すべての子どもに「読む」楽しさを伝え、自ら喜びを体感できる環境をつくる 

子どもが自主的に本の楽しさを発見できるようにするための働きかけは、一人ひと

りの子どもの発達段階や状況に即していなければなりません。すべての子どもが等し

く学ぶ機会をえることができ、それぞれの乳幼児期から発達段階に応じて能力を高め、

学んだことを表現する力を身に付けられるよう、以下の取り組みを進めます。 

 

●乳幼児期の子どもを「読書」の楽しさへ誘う 

ブックスタート事業や乳幼児向けおはなし会など、乳幼児期の子どもに対する読書

支援の意義は、単に乳幼児期だけではなく、子どもが成長した後についても認められ

ます。子どもと保護者にとっての適切な支援策として、各種保健事業等を活用した読

書活動の充実を引き続き図っていきます。 

 

●小学生期、中学生・高校生期の子どもをさまざまな場で「読書」の楽しさへ誘う 

小学生期、中学生・高校生期の子どもが、あらゆる機会・あらゆる場で本にふれて

本を身近に感じ、読書への興味・関心をもち続けられるようにするためには、子ども

にとって本のある環境が身近になるよう整備に努めることが重要です。そこで、学校

や地域の図書館だけではなく、子どもに関わるさまざまな施設や機会を活用するなど

して、身近な読書環境の整備に取り組みます。  

【目標】 

１ すべての子どもを「読書」の楽しさへ誘う 

２ 子どもの「読む力」を育み、伸ばす 

３ 地域のちからをつなげる 

４ みんなで子どもの「読書」を見守る 
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【目標２】子どもの「読む力」を育み、伸ばす 

～子どもの発達段階や個性を踏まえ、「読む力」を育み、能力を伸ばす機会をつくる 

子どもたちが読書習慣を持ち、生涯にわたり読書を継続していくことができるよう、

子どもにとって最も身近で、かつ平等に読書に親しむことができる場である学校や学

校図書館において以下の取り組みを進めます。 

 

●学校教育における読書活動によって、「読む力」を育み、伸ばす 

就学後の子どもにとって、家庭と同じく生活の基盤となるのが、学校です。子ども

が継続した読書習慣をつけるために、学校での教育や生活を通して、子どもの「読む

力」が育まれるように努めます。 

 

●学校図書館の充実によって、「読む力」を育み、伸ばす 

本市の学校図書館については、学校図書館専門員が市立小・中学校の全校に配置に

されたことにより、以前に比べて環境が整ってきました。今後も引き続き学校図書館

のあり方や、学校図書館に関わる人材のあるべき姿について検討等を行い、学校図書

館の一層の整備充実を図ります。また、市民図書館と学校図書館担当者との連携会議

を開催し、情報交換等を行い、連携・協働を進めます。 

 

【目標３】地域のちからをつなげる 

～家庭・学校・地域及び行政が協働して効果的な取組を進める 

子どもが自主的に読書をする上では、子どもにとって身近なところで本と出会える

ような環境が整っていることが大切です。 

家庭・学校・地域及び行政といった地域社会全体が連携・協力しながらそれぞれの

役割を果たし、次のとおり、地域のちからをつなげて、豊かな読書環境を整えていく

必要があります。 

 

●市民図書館・市民図書室と利用者をつなげる 

市民図書館・市民図書室の充実を図り、地域における読書活動推進の拠点機能の強

化を目指します。図書資料の充実に取り組むとともに、情報化社会である今日の図書

館として、情報発信機能の充実にも努めます。 

また、市民図書館・市民図書室がすべての子どもにとって身近な施設となり、より

一層利用されるようにするため、さまざまな世代の子どもや、利用にあたり困難を伴

う子どもなど、それぞれの状況に合ったサービスを検討します。あわせて、子どもと

本とをつなぐボランティア等の人や、関連する各施設等との連携にも取り組みます。  
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●子どもに関わる施設・団体等をつなげる 

家庭・学校・地域の図書館以外でも、子どもがさまざまな人や場を通して本にふれ

るということは、子どもが読書に親しむ上で重要なことです。 

すべての子どもが読書に親しむ機会を充実させるために、地域のさまざまな施設等

が互いにつながり合って、読書推進のための拠点となることを目指します。 

 

●子どもと読書に関わる人のちからをつなげる 

子どもは、本を手渡してくれる大人の存在を通して、本の楽しさを知っていきます。

本市では、多くのボランティアが子どもの読書活動に関わり、子どもが本に親しむ環

境を支えています。子どもや読書に関わる市民ボランティアの存在は大きく、その力

を十分に発揮できるようにするため、今後ともボランティアの育成や活動を支援しま

す。 

 

 

【目標４】みんなで子どもの「読書」を見守る 

～地域社会全体で子どもが「読書」に親しめるような社会をつくる 

地域全体で子どもが本に親しむ環境をつくるため、以下の取り組みを進め、子ども

と読書に関わる市民の活動を支えます。 

 

●地域のみんなが本に親しみ、子どもの読書を見守る 

子どもの読書活動を推進するためには、保護者など子どもの周囲の大人による関わ

りが重要です。 

各世代で読書に親しむきっかけとなる講座や場所を提供し、子どもとの直接かかわ

りがある大人だけではなく、地域の大人たちが読書を楽しむ姿によって、子どもに本

への親しみを伝えられるように、取組を行っていきます。 

 

●効果的な推進体制で子どもの読書を見守る 

子どもの読書活動を推進していくためには、社会状況の変化に対して迅速かつ的確

に対応できるような推進体制が必要です。 

市が中心となって学校や地域の施設・団体との連携において本計画についての協議

や意見交換・情報収集を行い、計画の効果的な推進を図るとともに、地域みんなで子

どもの読書環境を見守る仕組みづくりを行います。  
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２ 計画推進のための各主体の役割 

この計画の基本的な考え方に沿って、より一層取組の効果を高めるためには、乳幼

児期から中学生・高校生期に至るまでの子どもの発達段階に応じた特徴や課題を十分

考慮するとともに、家庭や学校など、子どもの生活と読書に関わるさまざまな立場の

人や団体等がそれぞれに求められる役割を十分認識し、相互に連携しながら積極的に

取り組んでいくことが重要です。 

そこで、子どもの日常的な生活の場「家庭」「学校など」「地域」の大きな３つの主

体ごとに、それぞれ期待される役割を示すとともに、行政がこれらの取組を支援する

上で果たすべき基本的な方向を掲げます。 
 

（１）家庭  

家庭は、子どもにとって最も基本的な生活の場です。子どもは家族との交わりの中

で、さまざまなことを吸収しながら、成長していきます。家庭では、発達段階に応じ

た子どもへの支援を心がけながら、子どもに本を読む楽しさや喜び、感動を伝えてい

くことが求められます。家庭においては、次のようなことを心がけるとよいでしょう。 
 

○乳児期の子どもは、ぬくもりを感じながら、やさしい声をかけてもらうのが大好き

です。子どもとゆったりふれあう中で、子どものしぐさや表情等にあわせて、目と

目をあわせ、ゆっくりやさしく語りかけてあげましょう。わらべうたや絵本を使っ

て、語りかけてあげるのもよいでしょう。 

○幼児期には、子どもと一緒に楽しみながら、絵本をたくさん読んであげましょう。

子どもはくり返しが大好きなので、子どもが求めてくる時には、気に入った絵本や

好きな場面は何度でも読んであげるのもよいでしょう。 

○小学校低学年期になると、自分ひとりでも本が読めるようになりますが、この時期

はまだまだ読み聞かせにより本の世界を楽しむ時間をつくることも必要です。また、

本から得た感動や知識の喜び等を吸収する時間が必要なこともあるので、子どもの

反応をゆっくり受け止めてあげるとよいでしょう。 

○小学校高学年期になると趣味・嗜好も広がり、読む楽しさを知ることもできるよう

になります。子どもが自ら本を選択し、読む楽しさを体感できる環境づくりを心が

けてあげるとよいでしょう。 

○中学生・高校生期は、興味や関心も多様化し、生活や環境も大きく変化する時期で

す。読書を強制、干渉することなく、自ら多くの本にふれて、一人ひとりがそれぞ

れの興味や関心に合った本に出会うことができるよう、周囲であたたかく見守り、

必要に応じて一人ひとりに見合った働きかけを行ってあげるとよいでしょう。  
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○ブックリストなど、市民図書館・市民図書室をはじめ身近な施設等が提供する本の

情報を活用したり、おはなし会や講演会・講習会等のさまざまな事業に関する情報

に日頃から関心をもって参加して、子どもができるだけ多くの本や話にふれる機会

を設けるようにしましょう。 

○市民図書館・市民図書室など地域の読書に関する施設を子どもが身近に感じられる

よう、幼い頃から定期的に一緒に通うなど、施設を利用する機会を設けるようにし

ましょう。 

○子どもの読書活動の意義や必要性を認識し、それぞれの家庭なりに自由な形で読書

の時間や読書の日をつくるなどの工夫を行い、保護者や周りの家族も楽しみながら、

本に親しむ時間をできるだけ多く設けるようにしましょう。 

 

（２）学校など  

子どもにとって家庭と並んで身近な生活の場でもあるのが、乳幼児期においては幼

稚園・保育所など、就学後は学校になります。多くの子どもが読書に関する環境を等

しく享受できるということも、学校等の大きな役割です。 

同じ年頃の子ども同士がともに過ごす学校等では、発達段階に応じた本を一緒に楽

しみ共感しあうなど、同じ環境で過ごすことによる読書の喜びを得ることもできます。

子どもの年齢や発達に合った読書環境を整備することが求められます。 

 

〈幼稚園・保育所など〉 

○幼稚園や保育所等では、発達段階に合った絵本との出会いや楽しさを伝えられるよ

う、地域のボランティア活動とも連携を図り、読み聞かせやおはなし会等の継続に

努めます。 

○読書の意義や具体的な読書活動のあり方について、保育士や幼稚園教諭等の理解を

深め、本の選び方や読み聞かせ等の研修機会を設けるようにします。 

○子どもの周りに絵本等があり、子どもが自由に自然に本に接することができる環境

をつくるため、市民図書館の団体貸出※18等も利用しながら「絵本コーナー」等の充

実に努めます。 

○園内での読書活動が家庭における読書へとつながるように、読書の意義や具体的な

読書活動のあり方について保護者への啓発に努め、さまざまな機会をとらえて保護

者への読み聞かせのすすめや絵本紹介の充実に努めます。 
 

※18 団体貸出：学校・保育園・幼稚園・高齢者施設などを対象に、まとめて本を貸出する制度です。最大

１か月、100 冊まで貸出することができます。  
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〈学校〉 

○小・中学校の学習指導要領では、日常生活における読書活動が活発に行われるよう

にすること等が挙げられています。学校では児童生徒の読書習慣の動機付けや定着

を図るため、学校図書館等を活用して、読書活動や調べ学習等に取り組むよう努め

ます。 

○学校における子どもの読書活動推進のためには、学校図書館の充実が必要です。学

校図書館での子どもの読書活動推進のための運営体制や校内の協力・連携体制を確

立し、学校図書館のあり方についての検討を進めます。また各学校では、司書教諭

を中心に教職員を対象とした研修・意見交換の機会を設け、子どもの読書活動推進

の意義等について教職員の理解を深めます。 

○学校図書館は、学校における「読書センター」や「学習・情報センター」としての

機能を果たします。児童生徒の自由な読書活動を支える場として、また、児童生徒

の「居場所」にも資するよう、蔵書の充実や配架・レイアウトの創意工夫等に努め、

子どもの多様なニーズに応えられる魅力ある環境づくりを目指します。 

○子どもの読書活動を支えるためには、学校図書館にいつも人がいることが大切です。

司書教諭・学校図書館専門員だけでなくボランティアも含め、密接な連携体制づく

りと、情報交換・研修機会の充実等を図ります。 

 

（３）地域  

地域で暮らす一人ひとりの市民は、家庭や学校等での子どもの読書活動を理解し、

みんなで支えていく役割を担っています。 

地域には、市民図書館をはじめ、公民館、地域子どもの家※19、児童館などさまざま

な施設があり、地域家庭文庫※20や子育て支援活動など、子育てや子どもの読書に関わ

るさまざまな取組も行われています。 

子どもが家庭や学校の外で本に親しむための機会を広げるため、子どもが日常的に

利用する地域のさまざまな施設は、子どもの読書活動を支える場として、それぞれの

特長を活かしていくことが必要です。 

 

 

※19 地域子どもの家：地域の子どもが身近な場所で自由にのびのび遊べるよう、遊具や図書コーナー等が

設置された本市の施設のことです。市内に 17 か所あります。 

※20 地域家庭文庫：個⼈やグループが自宅を開放したり、地域の施設の集会所等を利用して児童書を貸し

出す活動のことです。子どもを対象に図書の閲覧や貸出を行うほか、おはなし会や読み聞かせを行う

文庫もあります。  
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○地域で活動している読み聞かせボランティアのほか、地域の子どもと関わりをもつ

関係団体・施設等においても、子どもの読書活動に対する理解や関心を深め、さま

ざまな機会を捉えて、子どもが主体的に本に親しめるような環境づくりに取り組み

ます。 

○子どもを取り巻く地域社会全体が子どもの読書活動の意義や必要性を理解するよう、

さまざまな人や団体に対する周知の機会の充実に努めます。 

○地域で活動する各団体・施設等が連携しあい、社会全体での取組が広がるように努

め、子どもが成長する中で多面的に読書環境づくりを支援することができるような

取組を目指します。 

 

 

（４）行政  

市は、子どもの読書活動に関する取組を総合的、体系的に推進する環境を整備する

ため、市民図書館等の関連施設の整備充実をはじめ、庁内関係各部署との施策連携の

強化や関係機関・団体の取組に対する支援の充実等を図ります。また、子どもの読書

を取り巻く社会状況の変化等に的確に対応した取組を行うことができるよう、情報収

集や関係者間の協力連携の推進に努めます。 

 

○社会全体、市民一人ひとりが子どもの読書活動に関心をもち、理解を深めることが

できるように啓発に努め、あわせて市民や関係者の読書活動支援にも努めます。 

○市民図書館・市民図書室や学校図書館等に求められる機能が十分発揮できるよう、

施設環境の整備充実や運営体制面の強化、各施設の連携等に努め、情報収集と情報

発信に努めます。 

○子ども読書活動推進会議等を通じて、教育、子育て支援、青少年育成、母子保健な

ど市の関係施策・事業との横断的な連携を図り、一体的、効果的な取組を進めると

ともに、子どもを取り巻く社会状況の変化等に柔軟に対応し、計画の適切な進行管

理を図ります。 

○子どもの読書活動に関わる人の存在の重要性を認識し、各施設・団体等で子どもの

読書に関わっているボランティアの活動や研修の機会を支援し、庁内関係各課・施

設等はボランティアの受入体制を整備するように努めます。 

○子どもに関わる地域のさまざまな施設等で、子どもが本と出会う機会の拡充を図り、

子どもや保護者等が気軽に読書相談できるように、環境づくりに努めます。 
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３ 施策の体系 

第１～３次計画の基本目標及び基本方針を踏まえるとともに、子どもを取り巻く社

会状況の変化や国、県の動向を踏まえ、本市における子ども読書活動推進に向けた取

組を進めるため、関連施策・事業を次のとおり体系化します。 

この体系のもとで、行政内部の関係部署の連携はもとより、地域全体が協働して、

子どもの読書活動支援に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

［ 目標 ］ ［ 施策の展開 ］ ［ 施策の柱 ］ 

１ 

す
べ
て
の
子
ど
も
を
「
読
書
」
の 

楽
し
さ
へ
誘
う 

(1)乳幼児期における
読書活動の支援 

(2)小学生・中学生・
高校生期における
読書活動の支援 

１）ブックスタート事業の推進 

２）各種保健事業との連携推進 

３）読書に関心をもつ機会や相談機会の充実 

４）子どもの読書活動に対する理解の深化 

５）乳幼児が読書に親しむ機会の充実 

６）子どもの読書活動に関する保護者への支援 

７）発達段階に応じたブックリストの充実 

８）さまざまな場で本と出会う機会の充実 
①小学生期 ②中学生･高校生期 

９）市民図書館を知ってもらう機会の充実 

10）学校図書館の情報提供の充実 

11）学校を通じた子どもの読書活動に対する保護 
者への理解の深化 

★12）子どもの読書への関心を高める取組 

(3)学校教育における
読書活動の推進 

(4)魅力ある利用しや
すい学校図書館の
整備充実 

２ 

子
ど
も
の
「
読
む
力
」
を 

育
み
、
伸
ば
す 

13）読書活動を取り込んだ学校教育の推進 

14）読書指導に関する校内協力体制の確立と 
職員研修の充実 

15）学校と市民図書館との連携事業の推進 

16）学校図書館の環境整備の充実 

17）学校図書館の図書資料の充実 

18）学校図書館運営に関わる人の充実 
  ①司書教諭 ②学校図書館専門員 
  ③図書ボランティア 
  ④協力・連携と研修機会等の充実 

･･･39 

･･･39 

･･･40 

･･･41 

･･･42 

･･･43 

･･･45 

･･･45 

･･･46 

･･･47 

･･･48 

･･･48 

･･･49 

･･･50 

･･･50 

･･･52 

･･･53 

･･･53 

 

：第３次計画の取組をより充実・発展させた施策    ★：新規追加部分  
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19）図書資料の充実 

20）快適な市民図書館の環境づくりの推進 

21）市民図書館の情報発信機能の充実 

22）レファレンスサービスの充実 

23）すべての子どもが利用しやすい市民図書館 
サービスの充実 

  ①乳幼児期の子どもとその保護者へのサービス 
  ②小学生期の子どもへのサービス 
  ③中学生・高校生期の子どもへのサービス 
  ④支援を要する子どもへのサービス 

24）保護者や保育・教育関係者への働きかけ 

25）ボランティアの養成と相互連携機会の充実 

26）学校や子どもに関わる施設・団体等との 
連携事業の推進 

27）市民図書館内の体制の充実 

29）図書資料の充実 

30）本に親しむ機会や読書相談機会の充実と 
意識啓発の推進 

28）さまざまな施設や場所における子どもの 
読書活動の推進 

①幼稚園、保育所等 ②児童クラブ 
③地域子どもの家、児童館等 
④青少年会館    ⑤医療機関等 

31）関連施設・団体等との協力連携の推進 

32）ボランティアの養成と活動への支援の充実 

33）情報交換機会の充実 

34）関連施設によるボランティアの受入体制の整備 
  及び施設相互の連携支援 

35）子どもの読書活動に対する意識の高揚 

36）子どもの読書活動に関する情報提供の充実 

37）各世代に対する読書活動支援のための機会の
充実 

38）「藤沢市子ども読書活動推進会議」の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 目標 ］ ［ 施策の展開 ］ ［ 施策の柱 ］ 

(5)読書活動推進の
拠点として利用
者に身近な市民
図書館・市民図
書室づくりとネ
ットワーク化の
推進 

(6)地域の子どもに関
わる施設・団体等
における読書環境
整備と協力連携体
制の推進 

(8)読書に親しむため
の人づくり 

(7)地域での読書活動
を支える人材の育
成と協力連携の推
進 

(9)計画の効果的な推
進体制づくり 

３ 

地
域
の
ち
か
ら
を
つ
な
げ
る 

４ 

み
ん
な
で
子
ど
も
の 

「
読
書
」
を
見
守
る 

･･･56 

･･･56 

･･･57 

･･･57 

･･･58 

･･･60 

･･･61 

･･･61 

･･･62 

･･･64 

･･･64 

･･･65 

･･･65 

･･･66 

･･･67 

･･･67 

･･･69 

･･･69 

･･･70 

･･･71 
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第 章    施策の展開と事業 

 

 

１ 【目標１】すべての子どもを「読書」の楽しさへ誘う 

（１）乳幼児期における読書活動の支援  

乳幼児期の子どもに対しては、１歳６か月児健診時に行うブックスタート事業、３

歳６か月児健診時の啓発リーフレットの配付など、各種保健事業等と連携を図って、

乳幼児とその保護者が家庭において本に親しむための支援に取り組んできました。 

今後も、各種保健事業とさらに連携を図るとともに、幼稚園・保育所等や子育て支

援センターなど、地域のさまざまな場において、乳幼児期の子どもとその保護者が本

に出会うことができるように、環境の整備を目指します。 

また、乳幼児期の子どもにとっての基本的な生活の場は家庭であることから、保護者

が子どもの読書活動の意義や読書の楽しさを知ることができるように、乳幼児期の子ど

もとその保護者が「読書」の楽しさを感じることができるように、支援していきます。 

【施策の柱と施策の展開】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◎ 施策の柱、施策の展開、各事業欄の表記について（凡例） 

 施策の柱、施策の展開の体系図のうち、   は第３次計画の取組をより充実・発展させた

施策を、★は新規追加部分を指します。 

 各事業名欄のうち、【拡充】とは、事業の一部分が第３次計画で位置づけられていて、第４

次計画で内容を充実・発展させていくものを指します。また、【新規】とは第４次計画で新

たに盛り込んだ事業を指します。 

 関係部署等欄の「◎」は主管課を、「○」は連携部署を示します。ここでは、関係部署等を

本市の課の単位で表記しているため、例えば、各市民図書館・各市民図書室は総合市民図書

館に包含されています。 

 

１）ブックスタート事業の推進 

２）各種保健事業との連携推進 

３）読書に関心をもつ機会や相談機会の充実 

４）子どもの読書活動に対する理解の深化 

５）乳幼児が読書に親しむ機会の充実 

６）子どもの読書活動に関する保護者への支援 

(1)乳幼児期における
読書活動の支援 

［ 施策の展開 ］ ［ 施策の柱 ］ 
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◆施策の展開１ ブックスタート事業の推進 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

１ ブックスタート

事業 

１歳６か月児とその保護者を対象に、絵本を通じ

て子どもとともに楽しいひとときを過ごし、乳児期

からの読書推進の重要性を広く知ってもらえるよ

う、子育て企画課、子ども健康課、市民図書館、地域

のボランティアが協働し、引き続きブックスタート

事業を推進します。 

市民図書館・市民図書室、子育て支援センターなど

地域のさまざまな場を活用し、ブックスタート事業

の周知を図ります。 

また、これまでに参加経験のない保護者の利用を

促し、参加しやすくなる方策について、子育て支援策

等とあわせて検討するとともに、内容の充実を図り

ます。 

《主な取組》 

◆ ブックスタート事業の実施 

◆ 市民図書館・市民図書室等における事業周知 

◆ 「子育て応援メッセ」事業を活用した事業周知 

◆ 子育て支援センターなど地域のさまざまな場を活用

した事業周知の実施 

◆ 集団健診外の経過健診等でのブックスタート・パック

の配付 

◆ ブックスタート事業実施課の連携によるブックスタ

ート・パックの中身の充実 

◆ ブックスタートボランティア研修会等の実施 

◎総合市民図書館 

◎子育て企画課 

◎子ども健康課 

 

◆施策の展開２ 各種保健事業との連携推進 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

２ 各種保健事業と

の連携 

 

「こんにちは赤ちゃん事業」、「もぐもぐ教室」、「３

歳６か月健診」などの各種保健事業と連携し、幅広い

年齢層への啓発を進め、読書に関する相談の機会の

充実を図ります。 

《主な取組》 

◆ 「こんにちは赤ちゃん事業」時の乳幼児家庭向け啓発

リーフレット配付 

◆ 「もぐもぐ教室」時等における啓発 

◆ ３歳６か月児健診時に幼児家庭向け啓発リーフレッ

ト配付 

◎総合市民図書館 

◎子ども健康課 
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◆施策の展開３ 読書に関心をもつ機会や相談機会の充実 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

３ 母子手帳交付時

等における子ど

もの読書活動の

啓発 

 

母子健康手帳交付時や出生届出時、妊娠中の講座

（マタニティクラス）、母子訪問指導等の機会を捉

え、子どもと読書の啓発パンフレットを配付するな

ど、保護者が子どもの読書に関心をもつ機会の拡充

を図ります。 

《主な取組》 

◆ 母子手帳交付時の図書館と読書に関する啓発リーフ

レット配付 

◎総合市民図書館 

○子ども健康課 

４ 子育て支援事業

における子ども

の読書活動に関

する機会提供 

 

「子育て支援センター」や「巡回子育てひろば」等

の事業と連携して、保護者が子どもの読書活動に関

心をもち、子どもが読書に親しむ機会を提供します。 

《主な取組》 

◆ 「子育て支援センター」における絵本とのふれあい機

会の提供 

◆ 「子育て支援センター」や「巡回子育てひろば」等の

事業における、各種ブックリストや子どもの読書活動

に関するチラシ等の設置、配布 

◎総合市民図書館 

○子育て企画課 

５ 図書館における

読書相談 

子どもとその保護者が本について気軽に問いあわ

せを行うことができるように、市民図書館・市民図書

室での読書相談を充実させます。 

《主な取組》 

◆ 夏休み期間中の市民図書館での子ども向けのカウン

ターの確保、開設 

◆ 市民図書室における読書相談への市民図書館からの

支援の実施 

◆ 市民図書館・市民図書室におけるブックリストの設

置、配布及び読書相談におけるブックリストの活用 

◎総合市民図書館 

６ 幼稚園・保育所

等における子ど

もの読書活動に

関する機会提供 

幼稚園・保育所等の図書コーナーや、おはなし会等

の読み聞かせの機会の充実を図ります。また、施設の

職員の技能向上のため、子どもの読書活動に関する

研修機会の拡充を働きかけます。市民図書館は、こう

した幼稚園・保育所等の取組について必要な支援に

努めます。 

《主な取組》 

◆ 幼稚園・保育所等における図書コーナーの設置 

◆ 市民図書館からの絵本・児童書等の提供やブックリス

ト等の活用 

◆ 幼稚園・保育所等における読み聞かせ等の実施 

◆ 乳幼児に関わる職員等への子ども読書活動に関する

研修機会等の提供 

◎総合市民図書館 

◎保育課 
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◆施策の展開４ 子どもの読書活動に対する理解の深化 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

７ 地域の施設・団

体等との連携 

 

地域の子どもに関わる施設・団体等と連携し、発達
段階に応じたブックリストを作成・配布するなど、子
どもの読書活動に関する情報提供を行うとともに、
読書活動の重要性について理解を深めていきます。 

《主な取組》 

◆ 発達段階に応じたブックリストの作成・配布 

◆ ブックリスト等を活用した各施設・団体利用者への情

報提供 

◆ ブックリストを参考にした図書コーナー等の設置 

◎総合市民図書館 

○子育て企画課 

○保育課 

○青少年課 

○教育指導課 

○学務保健課 

８ 子どもの読書活

動 に 関 す る 講

座・講演会事業 

 

市民図書館や公民館等で行われる子どもの読書活
動に関する講座や研修会等への参加を促進し、保護
者が子どもの読書活動について理解を深めることを
支援します。 

《主な取組》 

◆ 子どもの読書活動に関する講座・講演会事業の実施 

◎生涯学習総務課 

 （公民館） 

◎総合市民図書館 

９ 子育て応援事業

等における子ど

もの読書活動啓

発事業 

 

各地区で開催される「子育て応援メッセ」など、子
育て中の保護者が多く集う子育て応援事業の機会を
捉え、保護者への啓発を行います。 

《主な取組》 

◆ 「子育て応援メッセ」における「市民図書館」「ブッ

クスタート事業」等の展示ブース出展 

◎総合市民図書館 

◎子育て企画課 

○生涯学習総務課 

 （公民館） 

10 子育て支援事業

等の活用事業 

 

「つどいの広場※21」や「子育てふれあいコーナー」
（地域子どもの家・児童館）等の事業と連携し、子ど
もの読書活動の重要性について周知していきます。 

《主な取組》 

◆ ブックリストなど子どもの読書活動に関する資料の

設置、配布  

◎総合市民図書館 

◎子育て企画課 

11 幼稚園、保育所

等を活用した子

どもの読書活動

啓発事業 

 

幼稚園、保育所等において、「保育園だより」等を
活用し、乳幼児期の子どもの読書活動の啓発に努め
ます。 

《主な取組》 

◆ 「保育園だより」等による子どもの読書活動の啓発  

◎保育課 

12 インターネット

等の活用による

情報発信 

 

市民図書館のホームページのほか、「子育てアプリ
ふじさわ」など乳幼児をもつ保護者の利用が多い情
報発信媒体も活用して、子どもの読書活動の重要性
についての周知を拡充していきます。 

《主な取組》 

◆ 市民図書館ホームページ等での子どもの読書活動に

ついての情報提供 

◆ 「子育てアプリふじさわ」等の活用による子どもの読書

活動に関する情報提供 

◎総合市民図書館 

◎子育て企画課 

 

 

※21 つどいの広場：乳幼児とその保護者が気軽に集い、交流できる場で、子育てアドバイザーによる子育

て相談や情報提供等も行っています。  
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◆施策の展開５ 乳幼児が読書に親しむ機会の充実 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

13 市民図書館にお

けるおはなし会 

乳幼児が読書に親しめる機会をできるだけ多く提

供できるよう、各市民図書館・市民図書室で実施して

いるおはなし会等について、充実を図ります。 

《主な取組》 

◆ 市民図書館・市民図書室における乳幼児向け事業の実施 

◆ 市民図書館における近隣施設からの来館おはなし会の受入 

◎総合市民図書館 

14 さまざまな施設

におけるおはな

し会 

 

地域のさまざまな施設や場所を利用したおはなし

会等の機会を充実させ、子どもが本に親しむ機会を

提供していくとともに、必要に応じてボランティア

との連携を図ります。 

《主な取組》 

◆ 地域のさまざまな施設におけるおはなし会など読み

聞かせの実施  

◆ 市民図書館等のおはなし会ボランティアへの情報提

供を通したボランティア募集等の周知 

◎子育て企画課 

◎青少年課 

○総合市民図書館 

15 幼稚園、保育所

等における本と

親しむ機会への

取組 

 

幼稚園、保育所等に対して、就園前の地域の子ども

との交流を図る「おたのしみ会」等において本と親し

む機会を設けること等を働きかけます。また、市民図

書館では幼稚園・保育所等との連携を深め、職員やボ

ランティアの派遣などその実施に必要な支援を行い

ます。 

《主な取組》 

◆ 幼稚園・保育所等における図書コーナーの設置やブッ

クリストの配布  

◆ 施設内でのおはなし会等の実施 

◆ 近隣の市民図書館の利用 

◎子育て企画課 

◎保育課 

○総合市民図書館 

16 外出困難な乳幼

児とその保護者

への子ども読書

活動支援事業 

外出が困難な乳幼児とその保護者への支援とし

て、ブックリストの配布など情報提供の仕組みや、保

護者からの読み聞かせについての相談への対応な

ど、必要な支援を行います。 

《主な取組》 

◆ ブックリストなど情報提供 

◆ 読み聞かせについての相談等への対応 

◎総合市民図書館 

◎子ども健康課 

17 乳幼児向け資料

整備 

市民図書館・市民図書室や地域のさまざまな施設

や場所において、乳幼児と保護者が本に親しむこと

ができるように、資料の充実に努めます。 

《主な取組》 

◆ 乳幼児向け図書の収集 

◆ 乳幼児をもつ保護者向け図書の収集 

◆ ブックリスト等の活用 

◎総合市民図書館 

◎子育て企画課 

○青少年課 
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◆施策の展開６ 子どもの読書活動に関する保護者への支援 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

18 保護者に対する

情報提供 

【拡充】 

乳幼児の保護者等に向けて、発達段階に応じたブ

ックリストや子どもの読書活動に関するリーフレッ

ト等を、地域の子どもに関わる施設・団体等で配布す

るなど、子どもの読書活動に関する情報提供を行い

ます。 

また、リーフレットの作りを工夫し保護者等が簡

単に情報を得られるようにします。 

《主な取組》 

◆ ブックリストや、子どもの読書活動に関するリーフレ

ット等の作成・配布 

◎総合市民図書館 

○子育て企画課 

○青少年課 

19 読み聞かせ体験

の提供 

保護者が絵本の読み聞かせについて情報を得るこ

とができるように、市民図書館と幼稚園・保育所等が

連携を深め、読み聞かせを体験することができる機

会の充実に努めます。 

《主な取組》 

◆ 保護者がともに参加できるようなおはなし会の実施 

◆ 発達段階に応じたブックリスト等の配布 

◎総合市民図書館 

◎保育課 

○子育て企画課 

20 子どもの本に関

する保護者向け

読書相談事業 

市民図書館・市民図書室では、おはなし会の機会等

を充実させるとともに、保護者からの読書相談等を

積極的に受け付けます。 

《主な取組》 

◆ おはなし会の実施 

◆ ブックリストの活用など、子どもの本の情報提供や読

書相談への対応 

◎総合市民図書館 
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（２）小学生・中学生・高校生期における読書活動の支援  

小学生・中学生・高校生期は、子どもの興味・関心が多様化、拡大し、また生活や

環境が大きく変化する時期であり、本の好みや本との出会い方もさまざまになってき

ます。 

子どもが読みたい、調べたいと思う新鮮で魅力ある多様な本、又はその子どもにと

って“かけがえのない一冊”の本と出会うことのできる機会をつくっていくためには、

子どもの発達段階にあわせたさまざまな形での情報提供や、子どもにとって身近な場

所での読書環境づくりが大切になってきます。子どもが本や読書に親しみ、読書の楽

しさを感じることができるような取組を進めます。 

また、子どもが読書への関心を高める取り組みとして、子どもから本に対する情報

を発信する機会をつくります。 

 

 

【施策の柱と施策の展開】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

［ 施策の展開 ］ ［ 施策の柱 ］ 

７）発達段階に応じたブックリストの充実 

８）さまざまな場で本と出会う機会の充実 
①小学生期 ②中学生･高校生期 

９）市民図書館を知ってもらう機会の充実 

10）学校図書館の情報提供の充実 

11）学校を通じた子どもの読書活動に対する保護 
者への理解の深化 

★12）子どもの読書への関心を高める取組 

(2)小学生・中学生・
高校生期における
読書活動の支援 
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◆施策の展開７ 発達段階に応じたブックリストの充実 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

21 ブックリストの

活用事業 

 

小学生、中高生それぞれの発達段階に応じたブッ

クリストを作成し、学校等を通じて活用を促します。 

《主な取組》 

◆ 図書館利用案内リーフレットの作成・配布 

◆ 小中学生向けブックリストの作成・配布 

◆ 小学校低学年向けブックリスト「はじめて出会う物

語」の作成・配布 

◆ 中高生向け情報紙『Young Adult通信』の作成・配布 

◎総合市民図書館 

○小・中学校 

 

◆施策の展開８ さまざまな場で本と出会う機会の充実 

①小学生期 ②中学生・高校生期 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

22 資料の充実のた

めの市民図書館

と学校図書館等

の連携事業 

 

子どもの興味や関心に応えられる魅力ある図書資

料を提供できるよう、市民図書館・市民図書室と市

内にある小・中学校や高校の学校図書館等が連携・

協力し、資料の充実に努めます。 

《主な取組》 

◆ 市民図書館と学校図書館の連携事業（団体貸出、リサ

イクル資料提供、利用ガイダンス等）の実施 

◎総合市民図書館 

◎教育指導課 

○小・中学校 

23 子どもの居場所

づくり事業との

連携 

 

児童クラブや放課後子ども教室など、子どもの居

場所づくり事業と関連づけながら、子どもが本に出

会い、親しむ機会を提供します。 

《主な取組》 

◆ 各施設での図書コーナー等の設置 

◎青少年課 

◎教育指導課 

○総合市民図書館 

24 発達段階に応じ

た本の紹介 

【拡充】 

市民図書館・各学校等では、徐々に興味の幅が広

がる小学生期以上の子どもに対して、さまざまな本

に出会うことができるよう、発達段階に応じたブッ

クリストの活用、ブックトークの実施など、本に出

会い、親しむ機会の充実と周知方法を検討します。 

《主な取組》 

◆ 発達段階に応じたブックリストの作成・配布 

◆ 年齢に応じたおはなし会やブックトーク等の実施 

◆ 年齢やテーマにあわせた紹介展示 

◆ ブックリストや展示などの周知方法の検討 

◎総合市民図書館 

◎教育指導課 

○小・中学校 
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№ 事業名 事業内容 関係部署等 

25 市民図書館での

中学生・高校生

等の受け入れ 

 

市民図書館では各学校等との連携により、職場体

験・インターンシップ、ボランティア体験等を積極

的に受け入れるとともに、ワークショップなど体験

型の事業を行うなど、中学生・高校生等が図書館に

親しむ機会の充実に努め、市民図書館のヤングアダ

ルトサービスの充実を図ります。 

《主な取組》 

◆ 職場体験、インターンシップ、ボランティア体験等の

受入 

◆ ワークショップ等の実施 

◎総合市民図書館 

○小・中学校 

26 地域のさまざま

な施設における

子どもの読書活

動 

 

市内の児童館や地域子どもの家をはじめ、子ども

が日常的に利用する施設では、市民図書館と連携し

ながら図書資料の充実やおはなし会等の充実を図り

ます。 

《主な取組》 

◆ 市民図書館との連携事業（団体貸出、リサイクル資料

等の利用）の実施 

◆ さまざまな施設への図書コーナーの設置 

◆ おはなし会など読み聞かせ機会充実 

◎青少年課 

○総合市民図書館 

 

◆施策の展開９ 市民図書館を知ってもらう機会の充実 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

27 市民図書館ＰＲ

事業 

 

『図書館だより』やホームページについて、子ども

にも読まれ、利用されるよう内容の充実を図り、さま

ざまな本の紹介や行事等の情報を発信します。 

《主な取組》 

◆ 『図書館だより』の活用 

◆ 図書館ホームページによる情報発信（行事、展示、本

の紹介） 

◎総合市民図書館 

 

28 市民図書館の資

料による子ども

の読書活動への

支援 

 

子どもの多様な読書要求に応えられるよう、図書

資料の充実に努め、積極的な情報提供を図ります。 

《主な取組》 

◆ 児童図書の収集 

◆ ブックリストの作成・配布 

◎総合市民図書館 

 

29 市民図書館等の

環境づくり 

 

子どもが自ら自由に本を探し、落ち着いて本を読

んだり、学習したりできるよう快適な空間づくりを

継続します。 

《主な取組》 

◆ 配架、展示、掲示等の工夫による親しみやすく利用し

やすい空間づくりの実施 

◎総合市民図書館 
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№ 事業名 事業内容 関係部署等 

30 図書館に親しむ

ための体験や情

報提供 

図書館見学、体験学習や職場体験を企画し、子ども

が本と出会える機会、子どもとの意見交換の機会を

図ります。 

また、子どもが図書館の使い方等を知ることがで

きるように、地域の子どもに関わる施設・団体等の協

力・連携により、市民図書館の利用案内等の情報提供

に努めます。 

《主な取組》 

◆ 学校等からの図書館見学やおはなし会、利用ガイダン

ス等の受入 

◆ 図書館利用のきっかけとなるような行事の実施 

◆ 地域の施設における図書館利用案内等情報の配布提供 

◎総合市民図書館 

○青少年課 

31 ネットワーク事

業の推進 

子どもにとって身近な地域の市民図書室から市民

図書館の資料検索ができるようにするなど、子ども

が図書室を利用しやすくするためのシステム整備の

さらなる充実に努めます。 

《主な取組》 

◆ 市民図書室オンライン化等ネットワーク事業の実施 

◎総合市民図書館 

32 読書相談体制の

整備 

 

子どもが気軽に調べものや、本のことについて相

談ができるよう市民図書館の児童サービス体制の整

備を図ります。 

《主な取組》 

◆ フロアワークの充実など体制の整備 

◎総合市民図書館 

 

◆施策の展開 10 学校図書館の情報提供の充実 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

33 学齢に応じた情

報提供 

 

学校図書館が子どもにとって身近であり、本に関

する情報を得られる場となるよう、ブックリストの

作成など学齢に応じた情報提供の充実を図ります。 

《主な取組》 

◆ 『図書だより』等による本の紹介 

◆ 市民図書館ブックリストの活用等による学校図書館

での情報提供 

◎教育指導課 

◎小・中学校 

○総合市民図書館 
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◆施策の展開 11 学校を通じた子どもの読書活動に対する保護者への理解の深化 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

34 学校を通じた子

どもの読書活動

啓発事業 

 

「子ども読書の日」や「読書週間※22」等の期間を

中心に『学校だより』や『図書だより』等を通じて、

本の紹介や子どもの読書活動の様子等を保護者に知

らせ、子どもの読書に対する理解を深めていきます。 

また、学校ＰＴＡ活動等と連携し、保護者に対する

啓発の機会を充実させます。 

《主な取組》 

◆ 『学校だより』『図書だより』等による子どもの読書

活動の紹介 

◆ 保護者への啓発機会の充実 

◎教育指導課 

◎小・中学校 

○総合市民図書館 

○青少年課 

○学務保健課 

 

◆施策の展開 12 子どもの読書への関心を高める取組 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

35 子ども同士で本

を薦め合う 

【新規】 

子どもの読書への関心を高めることができるよ

う、子ども同士、または子どもから大人へ本の情報を

発信する機会を提供します。 

《主な取組》 

◆ 一日子ども司書体験、POP 作成等の実施 

◆ みんなでつくろう！本の木の実施 

◆ ビブリオバトル※23などの開催の検討 

◎総合市民図書館 

〇教育指導課 

○小・中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※22 読書週間：毎年 11 月３日（文化の日）を中心とした前後２週間の期間のことで、全国各地で本や読

書に親しむためのさまざまな行事が行われています。また、毎年４月 23 日～５月 12 日の約３週間の

期間は「こどもの読書週間」であり、子どもに本を勧めるとともに、大人が子どもの読書の大切さを

考える機会として、図書館や書店、学校等を中心にさまざまな行事が行われています。 

※23 ビブリオバトル：「ビブリオ」は書物などを意味するラテン語由来の言葉で、ゲーム感覚を取り入れ

た「書評合戦」のことです。  
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２ 【目標２】 子どもの「読む力」を育み、伸ばす 

（３）学校教育における読書活動の推進  

就学後の子どもにとって、学校は家庭と同じく生活の場となります。子どもが継続

した読書習慣を身につけ、その読む力が育まれていくために、学校生活を通じた読書

活動の推進を図ります。 

 

 

 

【施策の柱と施策の展開】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆施策の展開 13 読書活動を取り込んだ学校教育の推進 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

36 学校図書館の活

用のための整備 

「藤沢市立学校図書館運営指針」に基づき、各学校

において指導計画、学校図書館に係る年間計画等を

定め、学校全体で計画的な取組を行うように努めま

す。 

読書時間の確保とともに、読書指導、各教科・特別

活動・総合的な学習の時間におけるさらなる学校図

書館の利用を推進します。 

『図書だより』の配布、掲示の工夫、学級文庫等の

活用により、子どもが本にふれる機会の提供に努め

ます。 

《主な取組》 

◆ 年間計画等の作成 

◆ 読書時間の確保や、学校図書館を活用した教科指導に

関する取組の実施 

◆ 『図書だより』の作成配布 

◆ わかりやすく親しみやすい配架や掲示・展示等の工夫

による環境整備 

◆ 学級文庫等の活用 

◎教育指導課 

◎小・中学校 

○総合市民図書館 

  

［ 施策の展開 ］ ［ 施策の柱 ］ 

13）読書活動を取り込んだ学校教育の推進 

14）読書指導に関する校内協力体制の確立と 
職員研修の充実 

15）学校と市民図書館との連携事業の推進 

(3)学校教育における
読書活動の推進 
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№ 事業名 事業内容 関係部署等 

37 情報リテラシー

教育 

 

 

子どもがインターネットや携帯電話等を通した情

報の入手・利用の適切なあり方を習得できるよう、発

達段階に応じた情報リテラシー教育を推進します。 

《主な取組》 

◆ 情報リテラシー教育の実施 

◎教育指導課 

◎小・中学校 

○総合市民図書館 

 

◆施策の展開 14 読書指導に関する校内協力体制の確立と職員研修の充実 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

38 学校における職

員体制づくり 

司書教諭が学校図書館の職務をさらに円滑に行う

ことができるように校務の分掌を整備し、各学校の

実情に応じた読書活動を計画的に実施する体制づく

りを引き続き進めます。 

効果的な読書指導のための校内研修・情報交換の

機会を設けるとともに、子どもの読書活動推進に関

する研修への教職員の参加を働きかけます。 

《主な取組》 

◆ 司書教諭の校務分掌※24 整備など、校内協力体制づく

りの推進促進 

◆ 子どもの読書活動推進に関する教職員への研修・情報

交換等の実施 

◎教育指導課 

◎小・中学校 

○総合市民図書館 

 

◆施策の展開 15 学校と市民図書館との連携事業の推進 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

39 学級文庫や教材

として活用する

資料充実ための

市民図書館活用 

 

学校と市民図書館等との連携を密にし、図書館資

料の団体貸出サービスの利用を通した学級文庫の充

実や教材としての活用を図ります。 

《主な取組》 

◆ 市民図書館の団体貸出サービスの利用 

◎総合市民図書館 

◎教育指導課 

◎小・中学校 

40 子どもの読書活

動きっかけ体験

事業 

 

市民図書館やボランティアの協力のもと、学校に

おけるおはなし会の開催や図書館訪問、職業体験授

業を奨励します。 

《主な取組》 

◆ おはなし会など読み聞かせの実施 

◆ 図書館訪問、図書館職業体験等の実施 

◎総合市民図書館 

◎教育指導課 

◎小・中学校 

 

 

 

※24 校務分掌：学校運営におけるすべての校務を協力体制で進めていくための役割分担のことです。児童・

生徒の生活・進路の指導や時間割の作成、入学式や卒業式、定期テストの準備・採点、保護者団体や

同窓会など外部団体との交渉・調整などを教職員で分担して運営しています。  
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№ 事業名 事業内容 関係部署等 

41 市民図書館と学

校図書館の連携

体制 

 

市民図書館と学校図書館担当者(司書教諭ほか)と

の連絡会議を開催します。 

《主な取組》 

◆ 市民図書館と学校図書館担当者による連携会議等の

開催、相互の情報提供 

◎総合市民図書館 

◎教育指導課 

◎小・中学校 

42 ブックリストの

活用 

 

学年に応じたブックリストを活用し、子どもの読

書活動の日常化への動機づけを図ります。 

《主な取組》 

◆ 図書館作成のブックリスト等の活用 

◎総合市民図書館 

◎教育指導課 

◎小・中学校 
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（４）魅力ある利用しやすい学校図書館の整備充実  

学校図書館は、学校に通う子どもにとって最も身近な読書環境のひとつであり、特

に義務教育期間の子どもにとっては、だれもが平等に本に親しむことのできる場でも

あります。 

藤沢市内の市立小・中学校では、学校図書館専門員が全校に配置され、「本がある 人

がいる 行ってみたくなる」学校図書館の環境が整備されています。学校図書館に子

どもと本をつなぐ「人」のいることの重要性が次第に理解されるようになっており、

本を読む場所として学校図書館利用も増えてきています。 

子どもの読む力を育み、伸ばすため、学校図書館が魅力的で利用しやすい場所とな

るように、学校図書館のさらなる充実を目指します。 

 

 

 

【施策の柱と施策の展開】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

◆施策の展開 16 学校図書館の環境整備の充実 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

43 学校図書館の環

境整備 

市民図書館や関係機関等と連携し、子どもにとっ

て魅力ある利用しやすい学校図書館の環境整備に努

めます。 

《主な取組》 

◆ 「藤沢市立学校図書館運営方針」や「藤沢市立学校図

書館運営ガイドブック」に基づき整備 

◎教育指導課 

◎小・中学校 

○総合市民図書館 

 

  

［ 施策の展開 ］ ［ 施策の柱 ］ 

16）学校図書館の環境整備の充実 

17）学校図書館の図書資料の充実 

18）学校図書館運営に関わる人の充実 
  ①司書教諭 ②学校図書館専門員 
  ③図書ボランティア 
  ④協力・連携と研修機会等の充実 

(4)魅力ある利用しや
すい学校図書館の
整備充実 
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◆施策の展開 17 学校図書館の図書資料の充実 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

44 学校図書館の図

書資料整備 

市民図書館と学校図書館との連携を密にし、学校

図書館の蔵書構成や子どもの読書状況の把握に努

め、図書資料の選定についてさらに研究を深めます。

また、市民図書館の団体貸出も活用しながら、「読書

センター」「学習・情報センター」として機能するた

めに、学校図書館の図書資料の充実に計画的に取り

組みます。 

興味や関心が大きく広がり、流行にも敏感な児童・

生徒のさまざまな読書ニーズに的確に応えられるよ

う、図書資料の収集や本の紹介に工夫を加えるなど、

さらなるサービスの充実に取り組みます。 

《主な取組》 

◆ 学校図書館の蔵書構成の把握と目標とする蔵書配分

比率の確認 

◆ 的確な選書のための研修機会の確保 

◆ 図書資料の紹介の工夫 

◆ 教職員及び児童生徒のニーズ把握 

◎教育総務課 

◎教育指導課 

◎小・中学校 

○総合市民図書館 

 

◆施策の展開 18 学校図書館運営に関わる人の充実 

①司書教諭 ②学校図書館専門員 ③図書ボランティア 

④協力・連携と研修機会等の充実              

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

45 司書教諭の校内

体制 

司書教諭が学校図書館の職務を円滑に行うことが

できるように校務の分掌を整備し、各学校の実情に

応じた読書活動をさらに計画的に実施するよう体制

づくりを進めます。 

また、司書教諭の専任化を県に要望します。 

《主な取組》 

◆ 司書教諭の校務分掌整理など、校内体制の整備 

◆ 司書教諭専任化について県への要望 

◎教育指導課 

◎学務保健課 

◎小・中学校 

◎特別支援学校 

○総合市民図書館 
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№ 事業名 事業内容 関係部署等 

46 読書指導のため

の研修 

 

司書教諭を中心に、効果的な読書指導を行うため

の校内研修・情報交換の機会を設けるとともに、子

どもの読書活動推進に関する研修への教職員の参加

を働きかけます。 

《主な取組》 

◆ 藤沢市学校図書館協議会※25、藤沢市小学校教育研究会
※26等による読書指導に関する研究・研修の実施 

◆ 読書指導に関する校内研修や情報交換の実施 

◎教育指導課 

◎小・中学校 

◎特別支援学校 

○総合市民図書館 

47 司書教諭等によ

る情報交換 

 

市内の各学校の司書教諭が情報交換等を行うこと

ができるよう、機会の提供に努めます。 

《主な取組》 

◆ 司書教諭（学校図書館担当者）による情報交換会 

◎教育指導課 

◎小・中学校 

◎特別支援学校 

○総合市民図書館 

48 学校図書館に関

わる人の体制の

整備 

学校図書館に関わる人の役割分担を行い、学校図

書館や年間指導計画等について情報の共有を図り、

円滑な学校図書館運営に向けた取組のさらなる充実

を図ります。 

《主な取組》 

◆ 学校図書館専門員の連絡会の充実 

◆ 学校図書館に関わる人同士での情報共有 

◎教育指導課 

◎小・中学校 

◎特別支援学校 

○総合市民図書館 

49 図書ボランティ

アの受入・育成 

各学校の実情にあわせ、図書ボランティアの受入・

育成をさらに推進します。 

《主な取組》 

◆ 図書ボランティアの受入 

◆ 図書ボランティアへの育成及び研修の実施 

◎教育指導課 

◎小・中学校 

◎特別支援学校 

○総合市民図書館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※25 藤沢市学校図書館協議会：学校図書館協議会（ＳＬＡ）は、学校図書館の充実発展と青少年読書の振

興を図るため、学校図書館活用や読書推進に関する調査研究、読書の振興と普及を図る各種コンクー

ル等の活動を行う組織です。全国学校図書館協議会のほか、都道府県や市町村ごとの組織があり、藤

沢市学校図書館協議会はその一つです。 

※26 藤沢市小学校教育研究会：本市の教育の充実を図るため、市立小学校における教科等の課題の研究を

行う組織です。  
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３ 【目標３】 地域のちからをつなげる 

（５）読書活動推進の拠点として利用者に身近な市民図書館・市民図書
室づくりとネットワーク化の推進  

市民図書館・市民図書室は、地域における読書活動推進の拠点であり、子どもをは

じめ市民のだれにでも利用しやすく親しまれる施設として、充実を目指す必要があり

ます。 

子どもにとって身近な施設となるために、市民図書館・市民図書室は、それぞれの

子どもの状況や社会情勢に合ったサービスを検討していきます。また、子どもと本を

つなぐ人や、関連する各施設との連携にも取り組むなど、地域のちからをつなげ、子

どもの読書活動を支援します。 

 

 

【施策の柱と施策の展開】 

 

 

 

 

 

  

［ 施策の展開 ］ ［ 施策の柱 ］ 

19）図書資料の充実 

20）快適な市民図書館の環境づくりの推進 

21）市民図書館の情報発信機能の充実 

22）レファレンスサービスの充実 

23）すべての子どもが利用しやすい市民図書館 
サービスの充実 

  ①乳幼児期の子どもとその保護者へのサービス 
  ②小学生期の子どもへのサービス 
  ③中学生・高校生期の子どもへのサービス 
  ④支援を要する子どもへのサービス 

24）保護者や保育・教育関係者への働きかけ 

25）ボランティアの養成と相互連携機会の充実 

26）学校や子どもに関わる施設・団体等との 
連携事業の推進 

27）市民図書館内の体制の充実 

(5)読書活動推進の
拠点として利用
者に身近な市民
図書館・市民図
書室づくりとネ
ットワーク化の
推進 
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◆施策の展開 19 図書資料の充実                       

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

50 子どもの読書活

動のための資料

整備 

 

絵本・児童書・紙芝居など収集方針に沿った資料の

充実を図り、子どもの多様な読書要求に応えられる

選書のための知識の向上等を目的に、職員の育成や

研修の実施に努めます。 

《主な取組》 

◆ 児童図書の新刊購入、読み継がれている資料の再購入 

◆ 児童サービスに関わる職員の研修機会の確保 

◎総合市民図書館 

 

◆施策の展開 20 快適な市民図書館の環境づくりの推進                       

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

51 市民図書館の環

境づくり 

【拡充】 

子どもが自ら自由に本を探し、落ち着いて本を読

んだり、学習したりできるよう、快適な環境や空間

づくりに努めます。 

また、社会状況の変化を踏まえながら、デジタル情

報に対応するＩＣＴ環境の整備、電子書籍の導入等

について検討します。 

《主な取組》 

◆ 子どもが親しみやすくわかりやすい空間づくり（児童

コーナーやヤングアダルトコーナー） 

◆ 乳幼児連れから利用しやすい図書館環境の整備 

◆ 時代に即したＩＣＴ設備・環境づくり、電子書籍の導

入等に関する検討 

◎総合市民図書館 
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◆施策の展開 21 市民図書館の情報発信機能の充実                       

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

52 市民図書館ＰＲ

事業 

『図書館だより』やホームページを充実させ、さま

ざまな本の紹介や行事等の情報を発信します。 

市民図書館の子ども向けホームページによる情報

発信をさらに積極的に実施するほか、市の広報媒体

などその他の方法による情報発信の拡充についても

検討します。 

さまざまな施設や場所を活用した『図書館だより』

の配布等について検討し、情報発信の機会の拡充に

努めます。 

《主な取組》 

◆ 『図書館だより』による情報発信 

◆ 図書館ホームページを活用した情報発信 

◆ さまざまな媒体による情報発信の検討 

◆ 『図書館だより』やチラシ等の配布場所の拡大・充実

など、さまざまな場における情報発信の検討 

◎総合市民図書館 

 

◆施策の展開 22 レファレンスサービスの充実                       

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

53 子どものための

レファレンスサ

ービス 

 

レファレンスサービスに関する研修機会の充実や

職員の育成等を行い、子どもがより気軽に調べもの

や本について、相談できるような体制づくりに努め

ます。 

《主な取組》 

◆ 図書館職員のサービス技術の向上のための研修等の

実施 

◆ 子どもの利用が多い時期や時間帯等に読書相談に対

応できる体制 

◆ レファレンス記録の共有や情報ファイル・パスファイ

ンダー※27等の作成 

◎総合市民図書館 

 

 

 

 

 

 

 

 

※27 パスファインダー：知りたいことがあるときに、どのように資料を探したらよいのかという手順をま

とめた手引きのことです。パスファインダーとは、「道（path）」を「見つける人（finder）」という意

味です。  
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◆施策の展開 23 すべての子どもが利用しやすい市民図書館サービスの充実 

①乳幼児期の子どもとその保護者へのサービス  

②小学生期の子どもへのサービス 

③中学生・高校生期の子どもへのサービス  

④支援を要する子どもへのサービス 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

54 市民図書館・市民

図書室ネットワ

ーク事業 

 

各市民図書館・市民図書室が連携を強化し、子ども

が読みたい本をいつでもより身近な市民図書館・市

民図書室で利用できるようにします。 

《主な取組》 

◆ 児童サービス担当者会議の開催 

◆ 各市民図書館・市民図書室間における児童サービスに

関する情報の共有 

◎総合市民図書館 

 

55 さまざまな子ど

もへの児童サー

ビス 

障がいのある子どもや外国につながりのある子ど

もなど、配慮が必要な子どもが不便なくサービスを

受けられるように、市民図書館は関係機関等と連携

し、点字付き図書や外国語（母国語）の図書資料など

多様な資料の収集に努め、利用を促進します。また、

点字図書館や関係各課との連携を強化して、子ども

や保護者からの読書相談の対応に努めます。また、

障がいのある子どもへの宅配サービス※28 と施設へ

の団体貸出の周知と利用促進を図ります。 

《主な取組》 

◆ 点字表記のある本やゆびでさわる絵本の収集 

◆ 外国語資料の収集 

◆ 児童書扱いの大活字本、ＬＬブック※29などユニバー

サルデザイン図書についての情報収集 

◆ 宅配サービスの実施 

◎総合市民図書館 

○人権男女共同

平和課 

 

56 おはなし会の開

催 

 

子どもが本に親しむためのきっかけづくりとし

て、各市民図書館・市民図書室において、ボランティ

アと協働しながら、子どもの発達段階にあわせたお

はなし会等を行います。 

《主な取組》 

◆ 各市民図書館・市民図書室によるおはなし会の実施 

◆ ブックトーク、人形劇など、子ども向けに本を紹介す

る事業の開催 

◆ 情報共有等のための市民図書館・市民図書室とボラン

ティアの連絡会の開催 

◆ ボランティア向け研修会の実施 

◎総合市民図書館 

 

※28 宅配サービス：藤沢市内に在住で、障がいや高齢などにより一人で来館、来室することが困難な方を

対象に、宅配ボランティアが図書を届けるサービスです。 

※29 ＬＬブック：知的障がいや学習障がいの人等が読みやすくわかりやすいように、やさしく書き直した

り、図や写真を多く用いる等の工夫をした本のことです。スウェーデン語の「lattlast」（「やさしく

読める」の意味）からＬＬブックと呼んでいます。  
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№ 事業名 事業内容 関係部署等 

57 乳幼児とその保

護者に向けた図

書館サービス 

乳幼児とその保護者が気軽に市民図書館・市民図

書室を利用できるように、乳幼児向けのおはなし会

等の実施や、資料の収集、職員の意識向上など図書

館サービスのさらなる充実に努めます。 

《主な取組》 

◆ 乳幼児向けおはなし会の実施 

◆ 乳幼児向け絵本や保護者向け図書等の収集と紹介 

◆ 保護者からの読書相談への対応 

◎総合市民図書館 

 

58 市民図書館利用

促進事業 

 

小学１年生（市内在学）向けに図書館利用や読書を

促すリーフレットを配付するとともに、他の学年や

中学生・高校生に対しても図書館利用案内の配付や

利用ガイダンスの受入等に努めます。 

《主な取組》 

◆ 小学 1 年生（市内在学）向けリーフレット『としょか

んにおいでよ』の配付 
◆ 施設見学、利用ガイダンス等の受入 
◆ 利用案内の配布機会の拡大 

◎総合市民図書館 

 

59 ヤングアダルト

サービス事業 

 

中学生・高校生期の子どもの読書ニーズ等を把握

し、多様な読書に親しむきっかけとなるような資料

の収集に努めます。また職場体験、インターンシッ

プ、ボランティア体験等を積極的に受け入れ、子ど

もとの意見交流の結果を生かしながら、ヤングアダ

ルトサービスの充実を図ります。 

《主な取組》 

◆ 市民図書館におけるヤングアダルトコーナーの整備

と活用 
◆ 中学生・高校生の読書要求に応えるためのニーズの把

握と、それに沿った資料の収集・紹介 

◆ 職場体験、インターンシップ、ボランティア体験等の

受入 

◆ ヤングアダルトサービスとしてのワークショップ等

の実施 

◆ 近隣の中学校・高校との情報交換等の実施 

◎総合市民図書館 
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◆施策の展開 24 保護者や保育・教育関係者への働きかけ              

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

60 年齢・成長にあわ

せた本の紹介 

 

子どもの年齢や成長にあわせ、多様な興味に対応

したブックリストを作成・配布します。 

《主な取組》 

◆ 各年代別のブックリストの作成・配布 
◆ 多様な興味に対応できるよう、さまざまなテーマによ

る本の紹介の実施 

◎総合市民図書館 

◎保育課 

◎教育指導課 

○子育て企画課 

○青少年課 

○子ども健康課 

○学務保健課 

61 子どもの読書活

動への理解の深

化のための事業 

 

子どもの読書活動に関する資料の作成・配布や、子

どもの読書活動について理解を深めるための講座や

講演会の実施、学校や幼稚園、保育所等を通じた働

きかけなど、子どもの読書活動への理解の深化のた

めの事業実施に努めます。 

《主な取組》 

◆ 学校や幼稚園・保育所等との連携による保護者への子

どもの読書活動推進に関する情報提供 
◆ 子どもの読書活動に関する啓発リーフレット等の作

成・配布 
◆ 子どもの読書活動に関する図書の紹介 
◆ 子どもの読書活動に関する講演会等の実施 

◎総合市民図書館 

◎保育課 

◎教育指導課 

○生涯学習総務課 

（公民館） 

○子育て企画課 

○子ども健康課 

○学務保健課 

62 保育・教育現場へ

の研修等 

 

保育・教育の現場に関わる職員等が、子どもの読書

活動に関して理解を深めることができるように、研

修機会や情報の提供に努めます。 

《主な取組》 

◆ 幼稚園・保育所や学校の職員等が参加できるような研

修機会の提供 

◆ 関係各課との連携による研修機会の充実や、情報提供 

◆ ブックリスト等の情報提供 

◎総合市民図書館 

◎保育課 

◎教育指導課 

○子育て企画課 

○学務保健課 

 

  



    
61 

 

◆施策の展開 25 ボランティアの養成と相互連携機会の充実  

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

63 ボランティア養

成・意識啓発事業 

 

ボランティアに対する研修機会を充実させ、意識

啓発を図ることで、子どもの読書活動推進の目標に

沿った効果的な活動が行われるようにします。 

《主な取組》 

◆ 子どもの読書活動に関わるボランティアを対象にし

た研修の実施 

◎総合市民図書館 

 

64 ボランティアと

の相互連携 

 

活動の意味・目的を共有しながら、ゆるやかなネッ

トワーク化を図り、全体として計画性のある体系的

な活動が進められるよう、ボランティア間の交流会

や市民図書館とボランティアとの交流会など、相互

の交流機会の充実を図ります。 

《主な取組》 

◆ ボランティアと市民図書館の情報共有や情報交換の

ための交流会等の実施 

◎総合市民図書館 

 

 

◆施策の展開 26 学校や子どもに関わる施設・団体等との連携事業の推進  

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

65 学校図書館への

支援事業 

 

学校図書館の運営に対する支援を行います。 

図書資料等を活用した授業の充実のために、レフ

ァレンスサービスによる支援を行います。 

《主な取組》 

◆ 図書資料等に関する学校図書館からの相談への対応 

◆ 教員や学校図書館専門員等からのレファレンスへの

対応と資料提供の実施 

◎総合市民図書館 

○教育指導課 

○小・中学校 

○特別支援学校 

66 資料充実への支

援事業 

学校図書館、地域の子どもに関わる施設・団体等へ

の団体貸出の実施やリサイクル資料の提供など、子

どもに関わる施設の図書資料の充実に向けた支援に

努めます。 

《主な取組》 

◆ 学校図書館、子どもに関わる施設・団体への団体貸出

の実施 

◆ リサイクル資料の提供 

◆ 選書のための資料・情報提供など、児童図書に関する

相談への対応 

◎総合市民図書館 

○子育て企画課 

○保育課 

○青少年課 

○教育指導課 

○小・中学校 

○特別支援学校 
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№ 事業名 事業内容 関係部署等 

67 研修、相談機会の

提供 

 

研修会開催や図書ボランティアへの協力や相談に

対応します。 

学校や幼稚園・保育所等におけるおはなし会等へ

の協力や相談に対応します。 

《主な取組》 

◆ ボランティアへの研修支援 

◆ おはなし会開催のためのボランティア等募集への協力 

◆ 子どもの読書活動に関する相談等への対応 

◎総合市民図書館 

○子育て企画課 

○保育課 

○青少年課 

○教育指導課 

○小・中学校 

○特別支援学校 

68 団体による図書

館利用や相談 

 

学校や幼稚園・保育所など、地域の子どもに関わる

施設・団体等との連携事業を推進し、図書館来館利

用や施設見学、職場体験授業等への協力や、積極的

な受入に努めます。 

《主な取組》 

◆ 学校や幼稚園・保育所等による施設見学の受入や利用

ガイダンスの実施等 

◆ 学校からの職場体験授業依頼への協力 

◆ 団体利用に関する相談への対応 

◎総合市民図書館 

○子育て企画課 

○保育課 

○青少年課 

○教育指導課 

○小・中学校 

○特別支援学校 

69 学校図書館関係

者との連携 

 

市民図書館と藤沢市学校図書館協議会や藤沢市小

学校教育研究会との定例的な意見交換や研修の機会

を充実させるとともに、学校図書館担当者（司書教

諭、学校図書館専門員等）との連絡会議にて相互の

協力・連携体制を強化します。 

《主な取組》 

◆ 藤沢市学校図書館協議会や藤沢市小学校教育研究会

への図書館職員の参加や情報交換 

◆ 学校図書館関係者への情報提供 

◎総合市民図書館 

○教育指導課 

○小・中学校 

○特別支援学校 

 

◆施策の展開 27 市民図書館内の体制の充実 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

70 市民図書館の体

制の充実 

 

子ども読書活動推進上の市民図書館・市民図書室

の位置づけや役割を十分認識し、全館で一体的な取

組が行われるよう担当職員の研修を行い、専門性や

意識の向上とともに、全館的な協力・連携体制を充

実させます。 

《主な取組》 

◆ 市民図書館内における児童サービスに関する研修の

実施や情報の共有化 

◆ 担当職員による研修参加など、知識・技術向上への取組 

◎総合市民図書館 
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（６）地域の子どもに関わる施設・団体等における読書環境整備と協力
連携体制の推進  

子どもの自発的な読書活動を推進するためには、身近に本と出会える環境が整うこ

とが大切です。地域には、幼稚園・保育所や児童クラブをはじめ、子どもが日常的に

利用する施設等があります。これらの身近な地域の施設において、図書資料の充実が

図られ、施設に関わる大人が子どもと本とをつなぐ存在になることによって、子ども

が自然に本に出会い、親しんでいく機会が拡大します。 

こうした考え方のもとで、地域の子どもに関わる施設・団体等が相互につながりあ

うことによって、子どもの読書環境の充実を目指します。 

 

 

 

【施策の柱と施策の展開】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

［ 施策の展開 ］ ［ 施策の柱 ］ 

(6)地域の子どもに関
わる施設・団体等
における読書環境
整備と協力連携体
制の推進 

28）さまざまな施設や場所における子どもの 
読書活動の推進 

①幼稚園、保育所等 ②児童クラブ 
③地域子どもの家、児童館等 
④青少年会館    ⑤医療機関等 

31）関連施設・団体等との協力連携の推進 

29）図書資料の充実 

30）本に親しむ機会や読書相談機会の充実と 
意識啓発の推進 
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◆施策の展開 28 さまざまな施設や場所における子どもの読書活動の推進       

①幼稚園、保育所等   ②児童クラブ  

③地域子どもの家、児童館等  ④青少年会館 

⑤医療機関等  

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

71 子どもに関わる

大人への啓発事

業 

 

地域の子どもに関わる施設・団体等に関わる大人

が、子どもの読書活動推進について理解を深めるこ

とができるように働きかけます。 

《主な取組》 

◆ 啓発リーフレットやブックリストを活用した子ども

の読書活動に関する情報提供 

◆ 子どもの読書活動に関する講演等事業の情報提供 

◎子育て企画課 

◎保育課 

◎青少年課 

○総合市民図書館 

72 おはなし会等読

書に親しむため

の事業 

 

地域の子どもに関わるさまざまな施設や場所にお

いて、子どもが読書に親しむことができるように、

ボランティアと連携を図りながらおはなし会の実施

等に努めます。 

《主な取組》 

◆ おはなし会等の実施 

◆ 市民図書館・市民図書室のおはなし会等の情報提供 

◎子育て企画課 

◎保育課 

◎青少年課 

○総合市民図書館 

73 子どもの本に関

する情報提供事

業 

さまざまな施設や場所において、市民図書館から

のおすすめの本のリストの子どもの本に関するさら

なる情報提供を活用します。 

《主な取組》 

◆ 市民図書館作成のブックリストや啓発リーフレット

等の配置、配布 

◎子育て企画課 

◎青少年課 

○病院総務課 

○市民図書館 

 

◆施策の展開 29 図書資料の充実 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

74 さまざまな場に

おける図書資料

の整備 

 

市民図書館からの団体貸出や、市民図書館・市民図

書室のリサイクル資料の活用等を通じて、地域の子

どもに関わるさまざまな施設・団体等における図書

資料の充実を促進します。 

《主な取組》 

◆ 市民図書館からの絵本・児童書等の配本、団体貸出、

リサイクル資料の活用 

◆ 子どもの年齢や発達段階に応じた資料の収集 

◎子育て企画課 

◎保育課 

◎青少年課 

○総合市民図書館 

75 ブックリスト等

子どもの読書活

動に関する情報

の提供 

 

図書資料の充実のため、市民図書館からの「おすす

めの本のリスト」等や子どもの読書活動に関する情

報を提供して、活用を促進します。 

《主な取組》 

◆ 市民図書館作成のブックリスト等の活用による情報

提供 

◎子育て企画課 

◎青少年課 

○総合市民図書館 
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◆施策の展開 30 本に親しむ機会や読書相談機会の充実と意識啓発の推進 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

76 本に親しむ機会

の充実及び、子ど

もの読書活動に

関する理解推進

事業 

 

地域の子どもに関わるさまざまな施設・団体等は、

子どもが身近な場所で本に親しむ機会としてのおは

なし会等の実施や、保護者や子どもの周囲の大人が

子どもの読書活動について理解を深めるための機会

の提供に努めます。 

《主な取組》 

◆ おはなし会など読み聞かせの機会の提供 

◆ 図書コーナー等の設置 

◆ 市民図書館やボランティアの協力による、保護者から

の読書相談等への対応 

◆ 子どもの読書活動推進に関する講座や研修会を活用

した啓発活動の実施 

◎子育て企画課 

◎青少年課 

○生涯学習総務課 

 (公民館) 

○総合市民図書館 

 

◆施策の展開 31 関連施設・団体等との協力連携の推進  

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

77 関連施設・団体相

互の連携 

地域の子どもに関わる施設・団体等との意見交換

や、相互の情報共有に努め、子どもと本をつなげる

環境づくりや、子どもの読書活動に関する情報提供

の機会の拡充に努めます。 

《主な取組》 

◆ 子どもに関わる施設・団体の担当者会議等での子ども

の読書に関する意見交換・情報提供 

◆ 市民図書館と子どもに関わる施設・団体の連携によ

る、子どもの読書活動に関する環境づくり 

◆ ブックリストやおはなし会等に関するチラシ等の配

布・活用 

◎総合市民図書館

◎子育て企画課 

◎青少年課 

 

78 子どもが本に親

しむ機会と読書

相談 

 

ボランティアとの連携を図りながら、地域の子ど

もに関わる施設・団体等におけるおはなし会等の機

会を充実させ、子どもが身近な場所で本に親しむ機

会を提供するとともに、保護者等の読書相談に対応

します。 

《主な取組》 

◆ おはなし会など読み聞かせの実施 

◆ ボランティアや市民図書館との連携を活用した、子ど

もに関わる施設・団体による、保護者の読書相談への

対応 

◎総合市民図書館

◎子育て企画課 

◎青少年課 
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（７）地域での読書活動を支える人材の育成と協力連携の推進  

子どもは、本を手渡してくれる大人の存在を通して、本や読書の楽しさを知ってい

きます。そのため、身近な大人が子どもの読書に関わり、子どもの読書活動を支えて

いくことが大切です。 

市内では、これまでも多くのボランティアが子どもの読書に関わり、子どもが本に

親しむ環境を支えてきました。今後も、その活動や人材の育成を支援することを通し

て、地域がつながりあって、子どもの読書活動を支えていくことが必要です。 

 

 

 

【施策の柱と施策の展開】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆施策の展開 32 ボランティアの養成と活動への支援の充実  

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

79 ボランティア受

入施設等支援事

業 

 

子どもの読書活動に関するボランティアの受入施

設・機関と連携し、ボランティア活動を支援します。

また、ボランティア養成についての支援や情報提供

等を行います。 

《主な取組》 

◆ 関係部署等によるボランティア受入施設等への支援 

◆ 市民図書館等によるボランティア養成支援 

◆ ボランティアへの情報提供 

◎総合市民図書館 

○生涯学習総務課 

○子育て企画課 

○青少年課 

○教育指導課 

○小・中学校 

○特別支援学校 

80 ボランティア支

援・研修事業 

 

子どもの読書活動に関わるボランティアの受入機

関・団体等は、必要に応じて市民図書館と連携を図

りながら、ボランティアに対して、子どもの読書に

関する研修機会等の充実に努めます。 

《主な取組》 

◆ ボランティア受入機関・団体による研修機会等の提供 

◆ 市民図書館によるおはなし会のプログラムや発達段

階に応じたブックリストなど、ボランティアに役立つ

情報の提供 

◎総合市民図書館 

○子育て企画課 

○青少年課 

○教育指導課 

○小・中学校 

○特別支援学校 

  

［ 施策の展開 ］ ［ 施策の柱 ］ 

32）ボランティアの養成と活動への支援の充実 

33）情報交換機会の充実 

34）関連施設によるボランティアの受入体制の整備 
  及び施設相互の連携支援 

(7)地域での読書活動
を支える人材の育
成と協力連携の推
進 
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№ 事業名 事業内容 関係部署等 

81 ボランティア養

成事業 

 

市民図書館において、ボランティアなど子どもの

読書に関わる人材の育成のため、読み聞かせ等につ

いての講座の開催に努めます。 

《主な取組》 

◆ 読み聞かせ等に関する講座の実施 

◆ 子どもの発達段階に応じたブックリストの配布 

◆ 子どもの読書活動に関する資料の収集 

◎総合市民図書館 

○子育て企画課 

○青少年課 

○教育指導課 

○小・中学校 

○特別支援学校 

 

◆施策の展開 33 情報交換機会の充実  

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

82 ボランティア同

士の情報共有 

ボランティア同士の情報共有等が図られるよう

に、受入施設・機関は情報交換機会の充実を図りま

す。 

《主な取組》 

◆ ボランティアによる情報共有のための交流会や情報

提供の実施 

◎総合市民図書館 

○子育て企画課 

○青少年課 

○教育指導課 

○小・中学校 

 

◆施策の展開 34 関連施設によるボランティアの受入体制の整備及び施設相互の連携支援 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

83 ボランティア受

入体制の整備 

地域の子どもに関わる施設・団体等は、ボランティ

アの受入について、継続した活動ができるよう体制

の整備や研修機会の提供に努めます。 

また、施設・団体等が互いにボランティア受入状況

等の情報共有に努め、必要な支援や研修機会の拡充

について連携・協力できるよう努めます。 

《主な取組》 

◆ ボランティア受入施設・団体等における受入体制づくり 

◆ 研修機会の提供や情報提供の実施 

◎総合市民図書館 

○子育て企画課 

○青少年課 

○教育指導課 

○小・中学校 
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４ 【目標４】 みんなで子どもの「読書」を見守る 

（８）読書に親しむための人づくり  

子どもが読書に親しむためには、強制や干渉によるのではなく、自ら読書の楽しさ

や喜びを感じることが大切です。そのためには、本が身近にあったり、周りに本を手

渡してくれる大人が存在することが重要です。また、周りの大人自身が読書を楽しむ

姿を通しても、子どもは本に親しみを感じていきます。 

こうした保護者など身近な大人による関わりが大切であるということを、社会全体

が認識して、子どもの読書を支援し見守ることができるように、働きかけます。 

また、大人自身が本に出会い、読書の楽しみを感じることができるような支援にも

努めます。 

 

 

【施策の柱と施策の展開】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

［ 施策の展開 ］ ［ 施策の柱 ］ 

35）子どもの読書活動に対する意識の高揚 

36）子どもの読書活動に関する情報提供の充実 

37）各世代に対する読書活動支援のための機会の
充実 

(8)読書に親しむため
の人づくり 



    
69 

 

◆施策の展開 35 子どもの読書活動に対する意識の高揚                                                  

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

84 子どもの読書活

動に関する資料

提供事業 

 

地域の子どもや、子どもの読書活動への理解や関

心を深めるため、市民図書館において関連する資料

の収集・提供に努めます。 

《主な取組》 

◆ 子どもの読書活動に関する資料の収集及び紹介、提供 

◎総合市民図書館 

◎教育指導課 

◎小・中学校 

○子育て企画課 

○青少年課 

85 子どもの読書活

動に関する事業 

市民図書館・市民図書室、学校や地域の子どもに関

わる施設・団体等は、「子ども読書の日」や「読書週

間」等にあわせて、工夫を凝らした催しや行事の実

施に努め、広く子どもの読書活動に対する理解や関

心を深めるための取組の充実に努めます。 

《主な取組》 

◆ 子どもの読書活動に関する催しや行事の実施 

◎総合市民図書館 

◎教育指導課 

◎小・中学校 

○子育て企画課 

○青少年課 

 

◆施策の展開 36 子どもの読書活動に関する情報提供の充実                                                  

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

86 子どもの読書活

動推進に関する

講演等啓発事業 

市民図書館等では、子どもの読書活動に関する大

人を対象とした講座等の事業の拡充に努め、子ども

の読書活動推進に関する保護者や周囲の大人の理解

を深めていきます。 

《主な取組》 

◆ 子どもの読書活動に関する大人を対象とした講演会

等啓発事業の実施 

◎総合市民図書館 

○生涯学習総務課 

 （公民館） 

○子育て企画課 

○青少年課 

87 関連施設による

情報提供 

 

地域の子どもに関わる施設・団体等は、相互の事業

等の情報提供や、図書館利用案内や対象年齢にあわ

せたブックリストの配布など、子どもの読書活動推

進に関する情報提供の機会の拡充に努めます。 

《主な取組》 

◆ 子どもに関する事業の情報提供等による、対象となる

年齢層に向けたブックリスト等の配布 

◆ 子どもの読書活動推進に関する情報提供の機会とな

るような事業におけるブックリストの配布等 

◎総合市民図書館 

○子育て企画課 

○青少年課 
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№ 事業名 事業内容 関係部署等 

88 子どもの読書活

動に関する情報

発信事業 

【拡充】 

市や図書館の広報紙やホームページのほか、子育

て家庭の利用が多い「子育てアプリふじさわ」など

多くの媒体を活用し、子どもの読書活動に関する取

組事例等の情報発信の拡充に努めます。 

《主な取組》 

◆ 『広報ふじさわ』『図書館だより』、図書館ホームペー

ジ等による子ども読書活動推進に関する情報提供の

実施と情報発信の検討 

◆ 「子育てアプリふじさわ」等の活用による情報提供 

◎総合市民図書館 

○子育て企画課 

○青少年課 

 

◆施策の展開 37 各世代に対する読書活動支援のための機会の充実                                                  

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

89 読書活動に関す

る講演会等の事

業 

読書に親しむきっかけを各世代に提供するため

に、市民図書館や公民館など地域の各施設は、読書

活動に関する講座や講演会等事業の実施に努めま

す。 

《主な取組》 

◆ 読書活動や図書に関する講演会等事業の実施 

◎総合市民図書館 

○生涯学習総務課 

 (公民館) 

90 各世代に向けた

読書情報提供 

市民図書館や公民館など地域の各施設は、講演会

等事業の対象にあわせて図書資料等の紹介を行うよ

うに努め、各世代が読書に親しむきっかけとなる環

境づくりを行います。 

《主な取組》 

◆ 講演会等事業における関連図書の紹介等の実施 

◎総合市民図書館 

○生涯学習総務課 

 (公民館) 

○子育て企画課 

○青少年課 

91 市民図書館にお

ける読書に関す

る情報提供 

多くの人が読書に親しむことができるように、市

民図書館は各種行事や展示による図書案内等に努め

ます。また、図書館や本について、図書館の広報紙

『図書館だより』やホームページ等を活用した情報

発信の充実に努めます。 

《主な取組》 

◆ 市民図書館における行事の開催 

◆ 市民図書館における展示による図書紹介の実施 

◆ 『図書館だより』や図書館ホームページ等を活用した

情報発信 

◎総合市民図書館 

 

92 読書案内・レファ

レンスサービス

事業 

生涯学習において、図書館や図書資料の利用を継

続することができるように、市民図書館・市民図書

室では、読書案内やレファレンスサービス等の充実

に努めます。 

《主な取組》 

◆ 読書案内やレファレンスサービスの充実 

◎総合市民図書館 
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（９）計画の効果的な推進体制づくり  

子どもの読書活動の推進のためには、家庭・学校・地域等が連携・協力し、一体と

なって取り組む必要があります。第２章で示したように、近年の社会状況は大きく変

化しており、この計画の期間中も子どもと読書を取り巻く環境が変化していく可能性

があります。こうした状況を踏まえながら、「藤沢市子ども読書活動推進会議」を通じ、

関係施設・機関・団体等との連携を確保しながら、この計画に位置づけた施策・事業

の毎年度の進捗状況を把握し、検証します。あわせて、必要な見直しを適宜行いなが

ら、この計画の円滑かつ効果的な推進に向けて取り組みます。さらに、この計画を広

く市民や関係施設・機関・団体等へ周知します。 

 

 

【施策の柱と施策の展開】 

 

 

 

 

 

 

 

◆施策の展開 38 「藤沢市子ども読書活動推進会議」の開催 

№ 事業名 事業内容 関係部署等 

93 計画推進事業 

 

計画の効果的な推進にあたっては、家庭・学校・地

域での子どもの読書活動についての市関係各課担当

者で構成する「藤沢市子ども読書活動推進会議」を

定期的に開催し、計画に基づく事業等の取組状況に

ついての協議を行うほか、社会の状況等も踏まえた

効果的な読書活動の推進についての意見交換や情報

収集を行います。また、市民・関係施設等に対する計

画の周知に努めます。 

《主な取組》 

◆ 「藤沢市子ども読書活動推進会議」の開催 

◆ 子どもの読書活動を取り巻く状況に関する情報の収集 

◆ 「藤沢市子ども読書活動推進計画」概要版の活用等

による計画の周知 

◎総合市民図書館 

  

［ 施策の展開 ］ ［ 施策の柱 ］ 

38）「藤沢市子ども読書活動推進会議」の開催 
(9)計画の効果的な推

進体制づくり 
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５ 総事業数 

《総事業数 93（新規事業１、拡充事業４）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 目標 ］ ［ 事業数 ］ ［ 施策の柱 ］ 

(1)乳幼児期における読書活動の支援 
事業数２０ 

（拡充１） 

(2)小学生・中学生・高校生期における読書
活動の支援 

事業数１５ 

（新規１） 

（拡充１） 

(3)学校教育における読書活動の推進 事業数７ 

(4)魅力ある利用しやすい学校図書館の整
備・充実 

事業数７ 

(5)読書活動推進の拠点として利用者に身近
な市民図書館・市民図書室づくりとネッ
トワーク化の推進 

事業数２１ 

（拡充１） 

(6)地域の子どもに関わる施設・団体等にお
ける読書環境整備と協力連携体制の推進 

事業数８ 

(7)地域での読書活動を支える人材の育成と
協力連携の推進 

事業数５ 

(8)読書に親しむための人づくり 
事業数９ 

（拡充１） 

(9)計画の効果的な推進体制づくり 事業数１ 

４ みんなで子どもの 
「読書」を見守る 

事業数１０（拡充１） 

３ 地域のちからを 
つなげる 

事業数３４（拡充１） 

２ 子どもの「読む力」 
を育み、伸ばす 

事業数１４ 

１ すべての子どもを
「読書」の 
楽しさへ誘う 

事業数３５（新規１、拡充２） 
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